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は
じ
め
に

　

近
世
の
商
家
で
は
、
家
訓
や
店
則
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
家
」
の
存
続
が
最

も
重
視
さ
れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
祖
先
祭
祀
は
、
本
業
で
あ
る
商
業
経
営
と
不
可
分
に

結
び
つ
き
、
追
善
供
養
が
滞
り
な
く
行
わ
れ
る
こ
と
は
商
家
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
示
す
何
よ
り
の
証
と
な
っ
た
。
町
人
の
家
の
仏
壇
に
は
、
阿
弥
陀
仏
と
祖
先
の
位
牌

が
祀
ら
れ
、
町
人
た
ち
は
家
業
存
続
を
願
い
、
朝
夕
に
灯
明
を
点
じ
、
香
花
を
捧
げ
礼

拝
し
た
の
で
あ
る

Б

。

　

商
家
で
は
、
手
代
奉
公
を
勤
め
上
げ
た
者
は
番
頭
と
な
り
、
暖
簾
分
け
に
よ
り
別
家

を
構
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
本
家
か
ら
元
手
銀
や
道
具
料
と
と
も
に
仏

壇
を
貰
い
受
け
た
。
こ
れ
は
、
本
家
と
同
じ
檀
那
寺
に
入
る
こ
と
を
約
束
さ
せ
る
意
味

が
あ
っ
た
が
、
別
家
が
祖
先
を
敬
う
こ
と
を
怠
ら
ず
、
家
業
を
続
か
せ
、
本
家
と
も
に

繁
栄
す
る
こ
と
を
願
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

商
家
の
仏
事
に
は
、
親
類
、
同
族
団
で
あ
る
分
家
・
別
家
、
出
入
の
者
、
故
人
と
縁

の
あ
る
者
、
町
の
者
、
同
業
者
仲
間
な
ど
の
参
加
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
が

同
じ
空
間
を
共
有
し
、
と
も
に
料
理
を
食
べ
て
祖
先
の
供
養
を
す
る
こ
と
は
、「
共
食
」

に
よ
る
連
帯
意
識
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
血
縁
、
地
縁
、
同
業
者

と
の
円
滑
な
人
間
関
係
の
維
持
は
、
商
い
を
継
続
す
る
上
で
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
大
坂
雑
喉
場
魚
問
屋
神
崎
屋

平
九
郎
家
の
葬
礼
・
追
善
供
養
を
紹
介
し
な

が
ら
、
発
展
を
遂
げ
た
大
坂
商
家
に
お
け
る

追
善
供
養
の
特
徴
に
つ
い
て
、
と
く
に
食
と

の
関
係
に
留
意
し
つ
つ
考
え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
神
崎
屋
平
九
郎
家
（
鷺
池
家
）
に

つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。
同
家
は
、

近
世
後
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
大
坂（
阪
）

雑
喉
場
魚
市
場
の
中
心
的
な
存
在
と
し
て
活

躍
し
た
魚
問
屋
で
あ
る

В

。
図
１
は
、
弘
化
三

年
（
一
八
四
六
）
刊
の
『
大
阪
商
工
銘
家

集
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
ざ
こ
ば
濱
生
魚
荷
請

屋
」
の
一
覧
で
あ
る
が
、
神
崎
屋
善
兵
衛
に
次
い
で
神
崎
屋
平
九
郎
の
名
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
八
四
軒
の
魚
店
が
存
在
し
て
い
た
が
、
そ
の
な
か
で
も
特

に
大
き
な
問
屋
で
あ
っ
た
。

　

神
崎
屋
の
創
業
は
、
享
保
年
間
（
一
七
一
六
〜
一
七
三
六
）
と
さ
れ
、
初
代
平
九
郎

（
釈
教
雲
）
は
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
に
逝
去
し
て
い
る
。
つ
づ
く
二
代
平
九
郎

（
釈
教
圓
）
が
当
主
で
あ
っ
た
明
和
九
年
（
一
七
七
九
）
に
幕
府
か
ら
雑
喉
場
魚
問
屋

仲
間
が
公
認
さ
れ
、
神
崎
屋
も
仲
間
の
一
員
と
な
っ
て
い
た
。
二
代
の
頃
は
、
ま
だ
江

之
子
島
新
宮
屋
権
兵
衛
の
借
家
で
あ
っ
た
が

Г

、
四
代
（
釈
教
俊
）
の
頃
に
は
す
で
に
家

持
と
な
っ
て
お
り
、
雑
喉
場
魚
問
屋
仲
間
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
、
雑
喉

場
町
の
町
人
と
し
て
の
地
位
を
も
確
立
し
て
い
た
。
四
代
娘
お
て
い
の
婚
礼
の
時
に

は
、
町
内
へ
祝
儀
を
渡
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
こ
と
が
わ
か
る

Д

。

　

な
お
、
本
稿
で
紹
介
す
る
神
崎
屋
の
追
善
供
養
に
つ
い
て
は
「
文
化
九
年
年
忌
葬
式

覚
日
記
」・「
天
保
五
年
二
月
吉
日
弐
番
年
忌
葬
式
覚
」（
社
団
法
人
・
大
阪
市
中
央
卸

売
市
場
本
場
市
場
協
会
資
料
室
所
蔵
『
鷺
池
家
文
書
』）
の
記
載
を
中
心
に
取
り
上
げ

た
。

研
究
ノ
ー
ト

森
本　

幾
子
（
生
活
文
化
遺
産
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
員
）

　

近
世
大
坂
商
家
に
お
け
る
追
善
供
養
と
食

　
　
　

│
雑
喉
場
魚
問
屋
神
崎
屋
平
九
郎
家
の
追
善
供
養

│

図１　弘化三年『大阪商工銘家集』
（大阪府立中之島図書館所蔵）
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一
、
追
善
供
養
と
参
加
者

（
参
加
者
の
特
徴
）

　

神
崎
屋
本
家
の
四
代
（
釈
教
俊
）
は
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
二
月
二
十
二
日
に

享
年
六
十
一
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
四
代
は
、
生
前
に
大
坂
や
京
都
の
有
力
な
商
家
と
縁

組
を
し
、
実
弟
を
分
家
と
し
て
独
立
さ
せ
る
な
ど
精
力
的
な
人
脈
形
成
を
お
こ
な
い
、

「
家
」
の
発
展
と
存
続
に
大
き
く
寄
与
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
四
代
の
築
い
た
人
脈

は
、
彼
の
葬
礼
や
追
善
供
養
参
加
者
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
神
崎
屋
本
家
は
、
浄
土

真
宗
に
篤
く
帰
依
し
て
い
た
の
で
、
真
宗
の
し
き
た
り
に
沿
っ
て
供
養
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。

　

表
１
は
、
神
崎
屋
四
代
の
追
善
供
養
参
加
者
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
参

加
者
に
は
上
客
と
下
客
の
区
別
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
出
さ
れ
る
膳
の
内
容
が
異
な
っ
て

い
た
。
表
１
の
「
●
」
は
上
客
を
、「
○
」
は
下
客
を
示
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
参
加
者
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
親
類
、
同
族
団
で
あ
る
分
家
・

別
家
、
四
代
と
交
流
が
深
い
と
思
わ
れ
る
人
物
（
尼
崎
屋
新
兵
衛
〔
大
坂
津
村
北
町
〕・

平
野
屋
仙
蔵
〔
山
本
町
・
北
堀
江
五
丁
目
〕・
紙
屋
左
兵
衛
〔
常
安
裏
町
〕
な
ど
）
の

継
続
的
な
参
加
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

そ
の
他
の
人
々
に
つ
い
て
は
、
大
工
・
手
伝
・
左
官
・
家
根
屋
・
畳
屋
な
ど
の
「
普

請
方
」
は
初
七
日
の
み
の
参
加
と
な
っ
て
い
る
。
町
内
会
所
・
同
下
役
は
、
初
七
日
と

七
七
日
（
四
十
九
日
）
の
ほ
か
、
基
本
的
に
は
年
回
忌
へ
の
参
加
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
。
垣
外
は
年
回
忌
の
み
の
参
加
で
あ
る
。
同
業
者
の
魚
問
屋
仲
間
は
、
大
和
屋
弥
三

右
衛
門
一
人
を
除
い
て
追
善
供
養
に
は
参
加
せ
ず
、
年
回
忌
も
送
り
膳
の
み
で
あ
っ

た
。
本
家
の
奉
公
人
に
つ
い
て
は
、
ま
と
め
て
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
参

加
数
は
分
か
ら
な
い
が
、
手
代
・
丁
稚
・
下
人
・
下
女
な
ど
も
追
善
供
養
に
関
わ
っ
て

い
る
。

　

次
に
、
参
加
者
の
格
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
上
客
と
さ
れ
る
の
は
、
檀
那
寺
、
親

類
、
分
家
、
四
代
と
交
流
の
深
い
と
思
わ
れ
る
人
物
、
魚
問
屋
仲
間
（
送
り
膳
）
で
あ

っ
た
。
僧
侶
以
外
の
上
客
は
、
麻
上
下
を
身
に
着
け
て
参
加
し
た
。
檀
那
寺
を
除
い

て
、
上
客
と
し
て
参
加
す
る
親
類
と
分
家
は
、
死
者
と
の
距
離
が
最
も
近
い
人
々
で
あ

り
、
あ
る
期
間
内
は
ケ
ガ
レ
の
状
態
に
あ
っ
た
た
め
、
忌
中
札
を
張
り
、
喪
に
服
す
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。
下
客
は
、
別
家
、
出
入
、
町
内
、
料
理
人
、
奉
公
人
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
れ
ら
は
、
そ
の
ま
ま
商
家
に
お
け
る
人
間
関
係
の
秩
序
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
、

継
続
的
な
参
加
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
上
客
と
し
て
参
加
す
る
者
は
神
崎
屋
本
家
に

と
っ
て
重
要
と
さ
れ
る
人
々
で
あ
っ
た
。

　

他
家
の
事
例
を
み
て
み
る
と
、
幕
府
の
御
用
金
を
用
立
て
、
大
名
貸
を
お
こ
な
っ
て

い
た
大
坂
大
川
町
両
替
商
・
加
島
屋
作
兵
衛
家
（
長
田
家
）
五
代
正
直
の
百
回
忌
で

は
、
関
係
者
に
対
し
て
事
前
に
案
内
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
本
家
と
の
関
係
に
よ
っ
て

案
内
の
仕
方
や
本
家
へ
参
上
す
る
刻
限
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
長
田
家
に
お
い
て
も
法

要
の
仕
方
に
家
の
秩
序
が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
て
い
る

Е

。

　

神
崎
屋
本
家
を
中
心
と
し
た
こ
の
よ
う
な
人
間
関
係
の
秩
序
の
な
か
で
、
と
り
わ
け

判
断
し
に
く
い
位
置
関
係
に
あ
る
の
が
魚
問
屋
仲
間
で
あ
る
。
魚
問
屋
仲
間
は
、
葬

礼
・
追
善
供
養
と
も
参
加
は
し
な
い
が
、
送
り
膳
で
は
上
客
扱
い
に
す
る
な
ど
、
神
崎

屋
の
同
業
者
仲
間
に
対
す
る
気
遣
い
が
見
受
け
ら
れ
る
と
同
時
に
、
付
き
合
い
の
あ
り

方
が
表
さ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
商
家
と
し
て
の
経
営
の
立
場
か
ら

み
れ
ば
、
株
仲
間
と
し
て
利
害
を
一
致
さ
せ
る
魚
問
屋
仲
間
で
あ
る
が
、
か
れ
ら
は
雑

喉
場
魚
市
場
で
生
き
残
り
を
か
け
た
競
争
相
手
で
も
あ
り
、「
家
」
存
続
の
視
点
か
ら

み
れ
ば
、
親
類
や
分
家
・
別
家
な
ど
の
同
族
団
と
は
明
ら
か
に
区
別
す
べ
き
存
在
で
あ

っ
た
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、
商
売
す
る
者
に
、
死
の
忌
み
が
掛
か
る
こ
と
を
配
慮
し
て

送
り
膳
を
届
け
る
だ
け
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

岩
本
通
弥
氏
は
、「
商
人
の
世
界
は
鵜
の
目
鷹
の
目
の
競
争
社
会
・
情
報
社
会
で
あ

っ
て
、
最
も
気
に
な
る
の
は
他
人
の
懐
ぐ
あ
い
で
あ
り
人
の
家
の
内
実
で
あ
る
。
そ
れ

は
同
業
者
で
な
く
と
も
、
同
じ
商
売
人
の
競
争
意
識
か
ら
隣
人
に
も
向
け
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
そ
れ
を
明
さ
ま
に
覗
く
よ
う
な
行
為
は
、
自
分
の
そ
れ
を
探
ら
れ
な
い
た

め
に
も
、
お
互
い
慎
む
の
が
商
人
社
会
が
作
り
上
げ
た
ル
ー
ル
で
あ
っ
た
。」
と
商
家

の
付
き
合
い
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る

Ё

。

　

こ
の
よ
う
に
、
商
家
に
お
け
る
仏
事
の
参
加
者
は
、
本
家
と
の
関
係
に
よ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
秩
序
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
繰
り
返
さ
れ
る
追
善
供
養
は
、
そ
れ
が
再
確
認
さ
れ

る
場
と
し
て
機
能
し
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、「
大
公
儀
様
御
薨
去
ニ
付
御
穏
便
中

故
遠
慮
致
、
夫
々
呼
不
申
御
寺
様
計
御
勤
ニ
而
仕
舞
候
事
」（
四
代
妹
と
き
女
の
二
七
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神崎屋本家と
の関係／業種
／役職ほか

居住

死明 初七日
逮夜

二七日
逮夜

七七日
逮夜

百ヶ日
逮夜 一周忌 七回忌 十三回

忌
十七回
忌

天保
５（1834）
２．22

同
２．26

同
３．３

同
４．８

同
５．晦日

同
６（1835）
２．20

同
11（1840）
２．20

弘化
２（1845）
４．２

嘉永
２（1849）
４．20

寺

教詮寺・家来 ● ● ●

浄徳寺・御供僧 ● ● ● ● ●

親類・初代からの「一家分」

神彦（神崎屋彦兵衛） 分家 石津町 ●４人 ●４人 ●９人 ●７人 ●５人 ●５人

薩伊（薩摩伊兵衛） 親類 石津町 ● ● ●５人 ●５人 ●５人 ●４人 ● ●

大久（大嶋屋久兵衛） 親類 衽町 ● ● ●２人 ● ● ● ● ●

沢田（沢田源吾） 親類 石津町・
中濱 ● ● ●２人 ● ●２人 ● ● ●

大善（大和屋善兵衛） 親類 雑喉場町 ● ● ●２人 ● ● ● ● ●

灘屋利三郎 親類 南久宝寺 ● ● ● ●２人 ●３人 ●２人 ●２人 ●２人

冨久（冨田屋久兵衛） 親類 綿袋町 ● ● ●３人 ●３人 ●３人 ● ●

長濱屋幸助 親類 石津町・
上町 ● ● ● ● ●２人 ●２人

木次（木屋次兵衛） 親類 ● ● ● ● ● ● ● ●

天王寺屋 親類 ● ● ● ● ● ● ●

薩摩屋伊右衛門 親類ヵ 石津町 ● ● ● ● ●

灘（屋利兵衛） 親類ヵ 京橋六丁
目 ●

紙嘉（紙屋嘉兵衛） 初代からの
「一家分」 ● ●

紙屋喜兵衛

初代からの
「一家分」／
吉田・百間町
兼帯年寄／役
義出精御褒美
（弘化２）

吉田町 ●

鍵太（鍵屋太郎兵衛） 初代からの
「一家分」 石津町 ● ● ● ●

竹勘（竹屋勘兵衛） 初代からの
「一家分」 石津町 ●

別家

神両（神崎屋両蔵） 別家 ○５人 ○ ○５人 ○５人 ○５人 ○６人 ○４人 ○４人

神次（神崎屋次兵衛） 別家 ○３人 ○ ○３人 ○３人 ○４人 ○６人 ○

神又（神崎屋又兵衛） 別家 ○３人 ○ ○３人 ○３人 ○３人 ○４人 ○３人 ○２人

神又　利右衛門・安右衛門 ○

神定（神崎屋定兵衛） 別家 ○３人 ○ ○３人 ○３人 ○４人

神弥（神崎屋弥兵衛） 別家 ○ ○ ○２人 ○２人 ○３人 ○

神伊（神崎屋伊兵衛） 別家 ○ ○ ○２人 ○３人 ○３人

出入

松利（松野屋利右衛門） ● ● ● ● ● ● ● ●送

みや・かの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

よつ ○ ○ ○ ○ ○

きく ○ ○ ○ ○

おふじ ○ ○ ○

与介・与兵衛（大工）・藤兵衛（大
工）・七兵衛（手伝）・安兵衛（左
官）・彦兵衛（家根屋）・畳屋・新
介（寄進所）

普請方・寄進
所 ○

大久おきさ・大角・のり卯・梶
市・梶又・新介・茶八・茶八平兵
衛・のと嘉・茶も・茶久・茶市・
ミの喜（美濃屋喜兵衛）・紅次・
合屋

茶屋・出入そ
の他 ○

表１　神崎屋四代追善供養・年回忌参加者



─ 66 ─

四代と交流の深いと思われる人物

尼新（尼崎屋新兵衛）
御値段引下商
ニ付御賞美
（天保13）

津村北町 ● ● ● ● ● ● ● ●

平仙（平野屋仙蔵） 嘉永臨時川浚
掛

山本町・
北堀江五
丁目

● ● ● ● ● ● ● ●

紙左（紙屋左兵衛）
本両替／買米
御用／銭相場
引立尽力

常安裏町 ● ● ● ● ● ● ●

壷屋利兵衛 年寄 津村南町 ● ● ● ●

泉屋吉右衛門 月行司・郷中
惣代

孫左衛門
町 ● ● ● ●

塗屋斎兵衛
買米御用／大
坂永上納金
（天保14）

天満三丁
目 ●

塩屋善兵衛 年寄／富田屋
久兵衛親類

立売堀西
之町 ●

河内屋小右衛門 御用金上納 久之助町
一丁目 ●

多田嘉（多田屋嘉兵衛） 非本両替 雑喉場町 ● ●

町内

町内会所 会所 雑喉場町 ○ ○ ○ ○

儀介・金兵衛 会所下役 雑喉場町 ○ ○ ○ ○ ○

源太 会所下役 雑喉場町 ○ ○ ○ ○ ○

亀 会所下役 雑喉場町 ○ ○ ○ ○

助 髪結 雑喉場町 ○ ○ ○

久・定 髪結 雑喉場町 ○

垣外 雑喉場町 ○ ○ ○親方 ○親方

垣外長兵衛 雑喉場町 ○ ○

次介（石津町会所）・儀八（石津
町会所下役）・平兵衛（石津町会
所下役）

会所 石津町 ○

永来十（永来屋重兵衛） 雑喉場町 ○ ○

魚問屋仲間

蛇八（蛇草屋八右衛門） 魚問屋仲間 雑喉場町 ●送 ●送 ●送 ●送

尼伝（尼崎屋伝兵衛） 魚問屋仲間 雑喉場町 ●送 ●送 ●送 ●送

大弥三（大和屋弥三右衛門） 魚問屋仲間 雑喉場町 ●送 ● ● ●

阿波卯（阿波屋卯兵衛） 魚問屋仲間 石津町 ●送 ●送 ●送 ●送

はり市（播磨屋市右衛門） 魚問屋仲間 山田町 ●送 ●送 ●送 ●送

神善（神崎屋善兵衛） 魚問屋仲間 敷屋町 ●送

料理人

神崎屋武兵衛 八百屋 油掛町 ○２人 ○３人 ○２人

その他関係者（奉公人を含む）

神武（東）・由兵衛・徳兵衛・定
吉・留蔵・おきよ・むめ・ ○

泉久・正助・覚兵衛・徳松・和
助・勇蔵・嘉助・お竹・よし・き
さ・寺家来・他家来

○ ○

九兵衛・竹蔵・松蔵・徳蔵・喜
介・とめ・つき・いそ・たを ○

ほか内
20人余

ほか内
20人余

合計 150人 120人 60人 120人 凡70人
上55人
前、下
60人前

上40人
前、下
65人前

上40人
前、下
60人前

上50人
前、下
65人前

注１） 「文化九年年忌葬礼覚日記」、　「天保五年弐番年忌葬式覚」、「弘化四年五月吉日年忌帳」（『鷺池家文書』）、『大阪市史』第１～第５、『資料大阪水
産物流通史』より作成。

注２）三七日逮夜、四七日逮夜、月忌逮夜、五七日逮夜、六七日逮夜、五十日逮夜、三回忌については、参加者の記録なし。
注３）四代との関係が判明する人物を中心に取り上げたため、関係が不明の人物については省略した。
注４）表中「●」は上客を、「○」は下客を示し、膳の内容が異なる。また、「送」は、「送り膳」であることを示す。
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日
（
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
八
月
二
日
））（「
弘
化
四
年
五
月
吉
日
三
番
年
忌
帳
」

『
鷺
池
家
文
書
』）
と
あ
る
よ
う
に
、
将
軍
が
薨
去
し
た
場
合
は
（
こ
の
時
は
十
二
代
将

軍
徳
川
家
慶
）、
追
善
供
養
で
人
を
呼
ぶ
こ
と
を
遠
慮
し
、
檀
那
寺
の
み
が
経
を
あ
げ

る
し
き
た
り
と
な
っ
て
い
た
。

（
床
錺
と
家
格
）

　

商
家
の
追
善
供
養
で
は
、
床
錺
に
よ
っ
て
空
間
が
演
出
さ
れ
、
出
さ
れ
る
精
進
料
理

に
は
、
そ
の
場
に
相
応
し
い
器
物
が
使
用
さ
れ
た
。
神
崎
屋
本
家
の
記
録
の
な
か
で
、

追
善
供
養
の
場
で
の
床
錺
や
器
物
の
詳
細
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
弘
化
三
年

（
一
八
四
六
）
の
年
回
忌
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
追
善
供
養
で
は
み
ら
れ
な
い
。

そ
の
後
も
つ
づ
け
て
嘉
永
期
、
安
政
期
と
も
に
床
飾
や
器
物
に
関
す
る
記
録
が
記
さ
れ

て
い
る
。

　

た
だ
し
、
葬
礼
の
後
、
百
ヶ
日
ま
で
の
追
善
供
養
の
場
で
は
床
錺
は
な
さ
れ
ず
、
一

周
忌
や
三
回
忌
な
ど
の
年
回
忌
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
の
で
、
百
ヶ
日
ま
で
の
追
善
供

養
と
年
回
忌
で
は
、
家
に
と
っ
て
仏
事
と
し
て
の
意
味
が
異
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　

年
回
忌
が
営
ま
れ
る
座
敷
に
は
、
著
名
な
書
家
や
絵
師
の
手
に
よ
る
額
や
屏
風
が
飾

ら
れ
、
来
客
た
ち
の
目
を
惹
い
た
。
例
え
ば
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
四
月
三
日
に

お
こ
な
わ
れ
た
神
崎
屋
本
家
三
代
子
駒
吉
（
釈
智
隆
）
七
十
回
忌
、
五
代
妻
吟
女
（
釈

理
正
）
十
三
回
忌
、
七
代
子
才
治
郎
（
釈
浄
立
）
七
回
忌
の
追
善
供
養
で
は
、「
床　

信
明
院
様
竹
画
讃
」・「
卓　

青
貝
香
炉　

猩
々
」・「
屏
風　

光
琳
」・「
額　

皆
川
」・

「
家
具　

溜
塗
」・「
菓
子
椀　

黒
絵
□
」・「
茶
碗　

櫻
」・「
膾
椀　

南
京
山
水
」・「
猪

口　

南
京
人
物
」・「
銚
子　

巴
画
」・「
小
皿　

な
ま
こ
皿
」・「
引
替　

水
亀
」・「
吸
物

椀　

す
（
寿
）
之
字
」・「
菓
盆　

こ
ま
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
床
に
は
、
信
明
院

（
本
願
寺
十
九
代
宗
主
・
本
如
）
の
描
い
た
竹
画
讃
が
飾
ら
れ
、
卓じ

ょ
く（

灯
明
・
花
瓶
・

香
炉
を
置
く
も
の
）
の
上
に
は
、
青
貝
（
螺
鈿
）
が
散
り
ば
め
ら
れ
た
猩
々
絵
の
香
炉

が
据
え
ら
れ
た
。
屏
風
は
（
尾
形
）
光
琳
、
額
は
皆
川
（
淇
園
）
と
あ
る
。
精
進
料
理

が
盛
ら
れ
る
器
物
は
溜
塗
で
、
例
え
ば
、
吸
物
椀
に
「
寿
之
字
」
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
も

の
を
使
用
す
る
な
ど
、
仏
事
と
は
言
っ
て
も
祝
い
事
の
よ
う
な
空
間
が
演
出
さ
れ
て
い

た
。

　

ま
た
、
年
回
忌
に
お
け
る
器
物
は
、
故
人
ゆ
か
り
の
品
が
使
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ

た
ら
し
く
、
例
え
ば
、
四
代
の
一
周
忌
（
天
保
六
年
（
一
八
三
五
））
に
は
、
四
代
が

気
に
入
っ
て
住
吉
橋
堺
屋
松
之
助
か
ら
銀
一
貫
目
で
購
入
し
た
根
来
家
具
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
行
事
に
使
用
さ
れ
る
品
々
は
当
主
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
、
こ
の
時
期

に
は
そ
れ
が
年
々
増
加
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
か
、
神
崎
屋
本
家
は
、
安

政
期
に
蔵
（
三
階
建
の
内
土
蔵
、
二
階
建
の
向
土
蔵
が
あ
っ
た
）
に
所
蔵
し
て
い
る
屏

風
・
額
・
軸
装
・
書
画
・
器
物
な
ど
を
整
理
し
、
所
蔵
品
す
べ
て
を
「
安
政
二
年
五
月

吉
日　

道
具
番
組
帳
」（『
鷺
池
家
文
書
』）
に
ま
と
め
て
い
る
。
前
述
の
屏
風
や
器
物

も
そ
の
中
に
記
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
書
画
に
つ
い
て
は
、「
春
之
部
」「
夏
之
部
」

「
秋
之
部
」「
冬
之
部
」
に
分
類
さ
れ
、
行
事
の
時
節
に
合
わ
せ
た
も
の
を
使
っ
て
い
た

ら
し
い
。
所
蔵
の
品
物
は
、
錫
・
ギ
ヤ
マ
ン
・
春
慶
塗
・
根
来
塗
・
溜
塗
な
ど
高
価
な

も
の
が
目
立
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
床
錺
・
器
物
の
精
力
的
な
収
集
は
、
神
崎
屋
本
家
が
家
持
と
し
て
、
ま

た
雑
喉
場
魚
問
屋
と
し
て
、
そ
の
地
位
が
安
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
（
弘
化
期
〜

安
政
期
）
と
一
致
す
る
。
仏
事
な
ど
、
親
類
・
同
族
団
・
地
域
の
人
々
が
参
会
す
る
場

に
お
い
て
珍
し
い
所
蔵
品
を
披
露
す
る
こ
と
は
、
神
崎
屋
本
家
の
商
家
と
し
て
の
家
格

を
来
客
た
ち
に
示
す
機
会
と
な
っ
た
。

二
、
追
善
供
養
の
食

（
精
進
料
理
の
発
達
）

　

つ
ぎ
に
、
神
崎
屋
本
家
の
追
善
供
養
に
出
さ
れ
た
献
立
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

十
七
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
食
生
活
へ
の
関
心
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
料
理
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
十
七
世
紀
に
は
、
式
正
庖
丁
家
が
執
筆
し
た
も
の
が
多
か

っ
た
が
、
十
八
〜
十
九
世
紀
に
は
、
町
の
庖
丁
家
や
書
籍
商
、
文
人
に
よ
る
執
筆
が
増

え
て
い
る

Ж

。
大
坂
や
京
都
で
は
、
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
刊
の
浪
花
住
吉
岡
氏
著

『
和
漢
精
進
料
理
抄
』・
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
刊
の
『
精
進
献
立
集
』・
浅
野
高
造

著
『
素
人
庖
丁
』（
初
編
・
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）、
二
編
・
文
化
二
年

（
一
八
〇
五
）、
三
編
・
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
））
な
ど
精
進
料
理
を
扱
っ
た
出
版
物
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も
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
が
精
進
料
理
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
弘
化
三
年

（
一
八
四
六
）
刊
行
の
『
大
阪
商
工
銘
家
集
』
に
も
、
難
波
新
地
戎
橋
南
溝
の
側
「
朝

日
野
」
や
博
労
町
稲
荷
社
西
の
門
前
「
武
蔵
野
」
な
ど
の
精
進
料
理
専
門
店
の
名
が
み

ら
れ
る
。

　

大
坂
の
商
家
で
は
、
仏
事
な
ど
の
際
に
は
料
理
人
を
家
に
呼
び
、
料
理
人
は
、
施
主

の
意
見
や
嗜
好
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
献
立
を
考
え
た
の
で
あ
る
。
大
坂
の
商
家
で
は

日
常
の
食
事
は
家
内
で
ま
か
な
う
が
、
ハ
レ
（
晴
）
の
食
事
は
早
く
か
ら
こ
の
よ
う
に

専
門
家
に
任
せ
る
や
り
方
が
一
般
化
し
た
ら
し
い

З

。
近
世
後
期
に
は
、
こ
の
よ
う
な
料

理
人
は
都
市
部
の
み
な
ら
ず
地
域
に
よ
っ
て
は
農
村
部
に
お
い
て
も
存
在
し
て
お
り
、

こ
の
時
期
の
食
文
化
の
発
達
を
み
る
こ
と
が
で
き
る

И

。

（
献
立
の
特
徴
）

　

大
坂
の
商
家
に
お
け
る
追
善
供
養
の
場
で
は
ど
の
よ
う
な
献
立
が
み
ら
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。
追
善
供
養
に
限
ら
ず
、
近
世
の
儀
礼
の
場
に
お
け
る
献
立
に
つ
い
て
は
、
身
分

や
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
江
後
迪
子
氏

は
、
公
家
・
将
軍
家
・
大
名
家
・
武
家
・
商
家
・
農
民
そ
れ
ぞ
れ
の
雑
煮
の
具
を
比
較

し
、
身
分
に
よ
る
違
い
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

КУ

。
身
分
制
と
食
の
関
係
は
、
近
世
の
食

文
化
を
考
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
問
題
で
あ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
研
究
は
今
後
も
重

要
で
あ
ろ
う
。

　

表
２
は
、
他
家
や
京
都
と
比
較
す
る
た
め
、
大
坂
雑
喉
場
魚
問
屋
・
神
崎
屋
（
鷺
池

家
）、
大
坂
靭
干
鰯
問
屋
・
助
松
屋
（
奥
野
家
）、
京
都
薬
種
問
屋
・
近
江
屋
（
岡
田

家
）
そ
れ
ぞ
れ
の
追
善
供
養
に
お
け
る
献
立
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る

КФ

。
ま
た
、
表

３
は
、
神
崎
屋
お
よ
び
助
松
屋
の
年
回
忌
と
、
宝
永
年
間
（
一
七
〇
四
〜
一
七
一
〇

年
）
の
有
徳
人
に
よ
る
大
坂
の
料
亭
で
の
五
十
回
忌
献
立
で
あ
る
。
追
善
供
養
の
参
加

人
数
は
、
商
家
の
規
模
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
例
え
ば
、
初
七
日
の
参
加
人
数
を

み
る
と
、
神
崎
屋
は
約
一
二
〇
人
、
助
松
屋
は
四
十
五
人
、
近
江
屋
は
四
十
五
人
と
な

っ
て
い
る
。

　

出
さ
れ
る
の
は
精
進
料
理
で
あ
る
た
め
、
獣
肉
・
魚
肉
は
み
ら
れ
な
い
。
全
体
に
共

通
し
て
い
る
の
は
、
椎
茸
・
麩
（
あ
げ
・
さ
が
ら
・
唐
き
び
・
あ
ん
平
・
せ
ん
べ
い
・

大
つ
と
・
か
が
・
と
び
・
か
や
く
・
粽
・
大
徳
寺
・
常
安
・
お
ほ
ろ
・
う
ど
ん
・
紅

葉
・
も
ろ
こ
し
）・
豆
腐
（
ば
く
ち
・
す
り
・
ご
ま
・
す
な
・
せ
ん
切
・
か
み
な
り
・

焼
き
・
う
す
焼
き
）・
湯
葉
（
か
や
く
・
結
・
巻
・
う
ず
巻
・
く
だ
・
お
ろ
し
・
千

枚
）・
浅
草
海
苔
・
き
く
ら
げ
・
岩
茸
・
牛
蒡
・
大
根
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
麩
や
豆
腐
な
ど
は
よ
く
使
わ
れ
る
食
材
で
あ
る
た
め
、
切
り
方
や
種
類
が
豊

富
で
、
重
複
を
避
け
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
百
回
忌
ま
で
の
追
善
供
養
お
よ
び
年
回
忌
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
献
立
の
特

徴
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。

　

ま
ず
、
神
崎
屋
の
場
合
で
あ
る
が
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
二
月
二
十
二
日
に
四

代
の
葬
式
が
あ
り
、
そ
の
後
四
十
九
日
ま
で
の
七
日
毎
の
追
善
供
養
と
五
十
回
忌
お
よ

び
百
回
忌
が
営
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
法
要
で
は
、
五
十
回
忌
を
除
く
す
べ
て
の
逮
夜
に

お
け
る
献
立
が
記
さ
れ
て
い
る
。
料
理
人
は
、
八
百
卯
・
大
坂
堀
江
の
八
百
屋
佐
兵

衛
・
大
坂
油
掛
町
の
神
崎
屋
武
兵
衛
で
あ
る
。
献
立
を
み
る
と
青
物
を
中
心
と
す
る
多

く
の
食
材
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
二
月
〜
五
月
に
か
け
て
の
追
善
供
養
で
あ
る
た

め
、
竹
の
子
・
う
ど
・
木
の
芽
・
松
露
な
ど
春
〜
初
夏
の
食
材
が
目
立
つ
。
一
方
、
年

回
忌
も
二
月
お
よ
び
四
月
で
あ
る
た
め
、
や
は
り
、
ぜ
ん
ま
い
・
松
露
・
防
風
な
ど
春

の
野
菜
が
み
ら
れ
る
。
表
に
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
が
、
神
崎
屋
二
代
葬
儀
（
文
化
元

年
（
一
八
〇
四
）
八
月
五
日
）
の
死
明
献
立
で
は
、「
京
か
も
瓜
」
な
ど
京
都
か
ら
流

通
し
た
と
思
わ
れ
る
青
物
も
み
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
虎
屋
白
羊
羹
・
虎
屋
紅
餅
白
あ

ん
入
・
丹
後
白
羊
羹
桜
模
様
・
卯
の
花
・
練
羊
羹
な
ど
大
坂
三
郷
の
菓
子
屋
で
調
達
し

た
も
の
が
出
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
献
立
の
な
か
で
と
く
に
注
目
し
た
い
の
が
、「
も
や
し
」
で
あ
る
。
天
保

十
三
年
（
一
八
四
二
）、
天
保
の
改
革
を
実
施
し
た
老
中
水
野
忠
邦
は
、
物
価
騰
貴
を

取
締
る
た
め
、
き
ゅ
う
り
・
茄
子
・
い
ん
げ
ん
・
さ
さ
げ
・
も
や
し
の
時
候
外
れ
の
売

買
を
禁
止
し
て
い
る
。

天
保
十
三
年
四
月
十
一
日　

水
野
越
前
守
殿
御
渡　

大
目
付
江

野
菜
も
の
等
季
節
に
い
た
ら
さ
る
内
売
買
致
す
間
敷
旨
、
前
々
相
触
候
趣
茂
有

之
候
処
、
近
来
初
物
を
好
ミ
候
儀
増
長
い
た
し
、
殊
更
料
理
茶
屋
等
ニ
而
者
競

合
買
求
、
高
直
之
品
調
理
い
た
し
候
段
、
不
埒
之
事
ニ
候
、
譬
者
、
き
う
り
、

茄
子
、
ゐ
ん
け
ん
、
さ
ゝ
け
の
類
、
其
外
も
や
し
も
の
と
唱
、
雨
障
子
を
懸
、
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商家 大坂雑喉場魚問屋
神崎屋（鷺池家）

大坂・靭干鰯問屋
助松屋（奥野家）

京都・衣棚竹屋町薬種問屋
近江屋（岡田家）

故人 四代平九郎（釈教俊） 六代弥平衛（釈了貞） 初代傳次郎後妻（釈尼誓因）

葬式 天保５（1834）．２．22　正八ツ時 天保10（1839）．12．朔日　正八ツ時 文化13（1816）．６．19

死明献立

天保10（1839）．12．朔日　晩

平（さがら麩・椎茸・三つ葉）、汁（ばく
ち豆腐）、猪口（あさしたし）／凡150人
前（316文）／料理人：八百卯（大島屋出入）

猪口（胡麻味噌和え（人参・こんにやく・
さつまいも））、坪皿（薄葛（さから麩・
きくらけ））、汁（とふ・ただきな）、御飯、
香之物（大根）、平皿（ひりうす・こんぼ・
水菜）、初献（九年坊・くわへ）、弐（か
らし（こんにやく・大根・さしみ）／80
人前／料理人：南藤（大坂順慶町）

初七日逮夜

天保５（1834）．２．26　八ツ時 天保10（1839）．12．４　八ツ時 文化13（1816）．６．25

平（寄くわへ・椎茸大二枚・茸の子）、汁
（うす焼・ふき）、猪口（独活・百合根・
青あへ）、臺引（長芋衣掛・あげもの・水
引昆布）、吸物（松露・木の芽吸口）、し
たし（三つ葉）／凡120人前／料理人：神
崎屋武兵衛（大坂靭油掛町）

猪口（ほうれんそ・胡麻醤油）、汁（ちさ・
うすやきとふ）、坪皿（こくしょう（くわ
へ・干かぶら・結湯葉））、御飯、香之物（白
大根・奈良漬・茄子）、平皿（さから麩・
椎茸・せり）、初献（臺引（せんべいあけ・
香茸）、二（大つと麩・さとうだき）、三（ほ
うれんそ・したし物）／45人前／料理人：
南藤（大坂順慶町）

猪口（もろみあへなすび・かもうり）、汁
（おとしからしねいも）、平（あげさがら
ふ・つぶしいたけ・じゅんさい）、飯、香
之物、酒三献、台引（よこぐも・あさく
さのり）、重引（うすくずつけ・松たけ・
ゆりね）、硯蓋（あげなまゆば・さやまめ・
紅しょうが・いわたけ・もも）、丼（新き
く・くり）／45人前／料理人：八百屋善
兵衛（京都竹屋町衣棚東入ル）

二七日逮夜

天保５（1834）．３．３　八ツ時 天保10（1839）．12．11　八ツ時

平（湯葉・独活・椎茸）、汁（もずく）、
猪口（あえまぜ）、臺引（八百屋羊羹・朝
鮮くわへ）、吸物（すりいも・うかし・青
のり）、したし（嫁菜・はかはか／60人前
／料理人：神崎屋武兵衛（大坂靭油掛町）

猪口（黒豆・生か汁・さとうだき）、汁（高
野とふ・浅草のり）、坪皿（おほろ麩・ぎ
んなん）、御飯、香之物（なすび・大根）、
平皿（巻湯葉・椎茸・ほうれんそ）、初献
（あけ昆布・長芋・さとうたき）、二（九
年坊）、したし物（水菜）／23人前／料理
人：南藤（大坂順慶町）

三七日逮夜

天保５（1834）．３．10　八ツ時 天保10（1839）．12．18　八ツ時

平（こくしよう（唐きび麩・くわえ・長
芋・きくらけ・くり）、汁（松露・豆腐・
めじそ・すまし）、猪口（たけのこ・ぎん
なん・肉あへ）、台引（ゆ饅頭・浅草のり）、
吸物（しゅんさい）、したし（嫁菜・もや
し）／70人前／料理人：神崎屋武兵衛（大
坂靭油掛町）

猪口（おろし大根・かき・あふらあけ・
すじよゆう）、汁（からし・ちさ）、坪皿
（薄葛生姜入（うとん麩・粒椎茸）、御飯、
香之物（新大根）、平皿（かみなり豆腐・
大つと麩・栗・こんぼ・きくらげ・くわ
へ・をのミ）、初献（こんにやく・生姜・
味噌かけ）、二（ねぜり・油あけ・たき出
し）、三（山の芋・おとし・浅草のり・三
杯酢）／上25人前／料理人：南藤（大坂
順慶町）

四七日逮夜

天保５（1834）．３．17 天保10（1839）．12．25　八ツ時

平（くり寄・わらび・椎茸）、汁（ゆりね・
小ごみ）、猪口（おろし・なます・かき・
めじそ）、台引（衣かけ　あおのり・あげ
せんべい）、吸物（そば・あさ草）、ひた
し（からし・はつきかぶら）／70人前／
料理人：神崎屋武兵衛（大坂靭油掛町）

猪口（ちさ・ごま・したし物）、汁（刻し
いたけ・あふらげほそ切）、御飯、香之物
（大根）、平皿（よせくわへ・しいたけ・
せり）、初献（高野とふ・きおんぼう）、
二（あちやら・出し昆布ほそ切り・うと
せん・きくらけ・つと麩）、したし物（ミ
つば、是ハ内ニて致し候）／20人前／料
理人：南藤（大坂順慶町）

初月忌逮夜

天保10（1839）．12．28　七ツ時 文化13（1816）．7．18

猪口（水な・したし物）、汁（干かふら・
焼とふ）、御飯、香之物、平皿（ひりうす・
牛房・くわへ）、御酒、鉢（へしくわへ）、
二（黒豆・氷こんにやく）、三（みかん）
／料理：内にて致候

猪口（金山寺みそあへ・新ゆり根・なた
豆・木くらげ）、汁（かも瓜たんざく・黒
ごま）、平（かセ生ゆば・椎茸・牛蒡ささ
がき）、飯、香の物（浅うり・大根）、坪（小
いも・漬しめじ・はしき豆くず引）、中酒、
台引（横□ち・糸わかめ）、重引（角の麩・
葛引・わさび）、硯蓋（こう竹・嬉し野・
新さつまいも揚・小茄子・紅はじかみ）、
吸物（松露・みる）、浸し物（かいわりな・
栗の小あらめ）／60人前／料理人：八百
屋善兵衛（京都竹屋町衣棚東入ル）

表２　追善供養献立
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初月忌

天保５（1834）．３．20 文化13（1816）．7．19　納骨日

汁（ずいき・すり豆腐）、平（あん平麩栗
入・かいわり菜・椎茸）、菓子椀（ゆりね
しん上・きんなん・岩茸）、猪口（独活・
せんへい麩・きくらけ）、台引（（ころも
かけ）あけまんぢう・花さんしょう）、吸
物（もやし・砂糖漬瓜）、ひたし（ほしき
ぐ？）／引受：内より誂

猪口（いんげん豆・天王寺かぶら・めう
が・経山寺ミそあへ）、汁（ねいも・黒豆・
すりごま）、平（揚げゆば・椎茸・ごぼう
ささかき）、飯、香之物（大こん）、菓子椀（う
どん麩・小いも・岩たけ・くず引・せん
生り）、中酒、台引（うず巻・浅草のり）、
重引（かも瓜・くず引・わさび）、浸し物
（ささげ）【この間行水】八寸台（つと麩・
高野豆腐）、平（干瓢・岩茸・はじかミ）、
平（さつまいも・牛蒡・菊の葉　三色と
も衣つけて揚ケもの）、鉢（なすびいり出
し・とうふいり出し・わさび醤油）、大平
（素麺・長芋・もろこし麩・木くらげ・生
が）、刺身鉢（斬り身まかびくづ・浅うり・
糸ミる・からし酢味噌）、浸し物（つくば
ね・したし・海もずく）、水のもの（桃・
りんご・浅うり）、小鉢もの（観心寺さと
う）／20人前／眼阿弥（京都円山料亭）

五七日逮夜

天保５（1834）．３．24 天保11（1840）．正．３

黒豆飯・竹の子・大つと麩・ぜんまい　
凡100人前

膾皿（大根刻・かき・きくらけ）、汁（初
しも・つぶしいたけ）、御飯、香之物（新
大根）、菓子椀（ねり味噌・山のいも・大
つと麩・うと）、初献（祗遠坊・九年坊）、
二（吸物・そば・浅草苔）、三（したし物・
青とうからし・砂糖づけ・すかけ）20人
前／料理人：南藤（大坂順慶町）

六七日逮夜

天保５（1834）．４．朔日 天保11（1840）．正．10　九ツ時

汁（独活丸切・浅草のり）、平（太報ゆば・
長芋せん・椎茸）、菓子椀（なし）、猪口（さ
や豆・若根・きのめあへ）、吸物（せんへ
い麩うすくず）、台引（あけゆりね・氷り
こんにやく細切）、ひたし（ねいも）／70
人前／料理人：神崎屋武兵衛（大坂靭油
掛町）

猪口（水な・からし・醤油）、汁（とふ・
干かふら）、御飯、香之物（浅漬大こん）、
菓子椀（まきゆば・皮むきこんぼ・しい
たけ）、初献（大角麩・かうたけ・砂糖煮）、
二（ゆり根・にくあへ）、したし物（ミつば）
20人前／内にてこしらへ

七七日逮夜

天保５（1834）．４．８　正九ツ時 天保11（1840）．正．17　四ツ時

上客分：汁（じゅん才・すべ豆腐）、平（寄
竹の子・椎茸・あらせいと）、刺身（ねり
羊羹・きうり・岩茸）、菓子椀（とび麩・
松露・みょうが茸・すまし）、猪口（なし）、
壷（こしあんゆりねしん上・□はめ）、台
引（天門冬・そうめん・つと包みあげ・
菓子こんぶ）、ひたし（もやし）、吸物（青
そば・浅草のり）／上55人前、下65人前（壷
なし・刺身はあへませになる）／料理人：
神崎屋武兵衛（大坂靭油掛町）

膾皿（あへまぜ・しいたけ・つと麩）、汁
（へぎ椎茸・焼豆腐）、御飯、香之物（な
ら漬瓜・新大根）、平皿（かやく湯葉・う
とせん・しいたけ）、菓子椀（さから麩・
しめじ・長いも）、台引初献（かまほこ・
あさくさのり）、二（したし物・ほうれん
そ）、吸物（竹の子・わかめ・きのめ）

五十日逮夜

百ヶ日逮夜

天保５（1834）．５．晦日　正八ツ時

汁（つぶ椎茸・みょうがの子）、平（椎茸・
かやくゆば・かもうり）、猪口（なすひ煎
出し）、台引（わさびあへ・日光とうから
し）、吸物（あけかんてん・くじらまがい）、
ひたし／凡70人前／料理人：神崎屋武兵
衛（大坂靭油掛町）

注） 「文化九年　年忌葬礼覚日記」「天保五年二月吉日弐番年忌葬式覚」（社団法人大阪市中央卸売市場本場市場協会資料室所蔵『鷺池家文書』）、近江
晴子校定『助松屋文書』、森田登代子『近世商家の儀礼と贈答』（岩田書院、2001年）p81～p92　より作成。
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年回忌
大坂雑喉場魚問屋　神崎屋 大坂靭干鰯問屋　助松屋 大坂　料亭

四代平九郎（釈教俊） 六代弥平衛（釈了貞） 有徳人　※五十回忌

一周忌

天保６（1835）．２．20 天保11（1840）．11．28　正四ツ時 宝永期（1704～1710）　７月

差身（凡四分位ニ付角■■（虫損）盛　
虎屋白羊羹・から茸・きうり・わさび）、
汁（高野豆腐・から汁・薄あげ・こんに
やく・□□からし）、香之物（西瓜なら漬・
千枚しそう・長露き塩漬）、坪（こしあん
ごま豆腐・さや豆・松露）、猪口（うどう・
もろみ漬）、平（常安麩・せん切とふ・雪
子椎茸・くわんぞう）、菓子椀（おろしゆ
ば・なめ茸・たけのこ）、茶碗（五分八
り替　虎屋紅餅・白あん入也・おし□□
当・わらび）、台引（白挽茶・フカレ・み
る・葉付かぶらみそ漬）、したし（菊な・
つく■■（虫損））、吸物（きのめそばの
粉・くしらまかへ・なめ茸・ずくさき）
／上之分55人前、下之分60人前／料理人：
八百左（大坂堀江）／経費：金２両（青
物値段）

向膾（砂糖酢（白髪大根・大角麩・祗遠
坊・岩茸・川ちさ））、汁（つぶ椎茸・焼
とふ）、香之物（奈良漬瓜・大根・花し
お）、坪皿（薄葛（紅葉麩・長芋・ぎんな
ん）、御飯、平皿（かやくくり・湯葉・高
山牛蒡・椎茸）、菓子椀（けんちんくり・
油あけ・ねぜり・しめじ）、初献（わさび
入（青もち・大報くわへ）、二（したし物（ほ
うれんそう））、吸物（なめ茸・浅草のり）
／上之分30人前、下之分14人前／料理人：
八百屋南藤（大坂順慶町）

膳部　香物（細大こん・ふり・小なす・
なた豆・なし）、和交（はへ・川茸・めう
が・くり・はしかミ・けし酢）、汁（しら
玉・しめし・ひゆ敷く）、坪（粕漬（付
焼長芋・岩たけ・きんなん　但日酒ニ而
拵）、飯／ニ　差味（白ふの焼・海そうめ
ん・かいふのり・わさひ・直いり酒）、汁
（漬松茸・青こんふ・しきし）／引而　大
皿煮浸し（油上包麩・笹・ささけ・煮む
め・身くるミ？）、平（浅煮たうふ（此た
うふ煮かけん大事）・ゆ味噌掛）、初献　
台引（付焼牛房・付焼堺せんへい）、□引
　浸し物（すいき・ゆ作掛）／後段（菓
子盆（もろこし餅・あわもち・わらひ餅
（右三種餅一つツヽ付出し、重箱三重品々
入出、御客望之者代り盆）、ふくさ吸物（上
椎茸・せりこなら）、さかな（かつし瓜・
せうかす）、すまし吸物（けんち□ん・浅
草のり）、肴（里いもてんかく・唐からし
ミそ）、押水の物

七回忌

天保11（1840）．２．20

刺身・いり酒（丹後白羊羹紅さくらもよ
う・岩たけ・紅たで・きうり・くわんぞ
う）、汁（こぼうせん切・めじそ・焼目ど
うふ・葉付小芋・きんなん）、香之物（葉
付大根・なら漬・花塩）、坪（うすくず
（麩・松露・ずいき））、平（竹の子・しい
竹・寄ぐり）、菓子椀（巻ゆば・葉ふき・
しめじ）、茶碗（尾州大ゆりね・白あつき
あん・積松茸・梅肉）、台引（りうひ巻・
青のりかけ）、猪口（あちやら）、したし（も
やし）、吸物（きのめなめ茸）／上之方40
人前、下之方65人前

十三回忌

弘化２（1845）．４．２

飯、向附（揚麩・あらせいと・こう茸）、
汁（角切丸焼豆腐・浅草のり）、香物（奈
良漬葉付大根）、坪（こしあんゆりねしん
上）、平（かぎぜんまい・しい茸・揚かや
く麩）、菓子椀（結びゆば・坊風・松露）、
菓子椀（うの花）、初献（台引（ぎうひ巻・
みそつけはしかみ））、二（したし）、三（し
めし・花ゆう）／上之分40人前、下之分
60人前（茶碗減し、向はあへまぜ也）

十七回忌

嘉永２（1849）．４．20　正五ツ時

向（東雲堂此方内より買練羊羹・水くわ
い・川茸・紅たで・きうり）、汁（粒椎茸・
順才）、坪（挽茶真如・長芋丸むき・きく
らけ）、平（かが麩・椎茸・根芋）、菓子
椀（千枚湯葉・白瓜・岩茸）、茶碗（東雲
堂此方内より買卯の花、紅□□・日光唐
からし）、猪口（百合根・うど・若根・梅
みそあへ）、台引（ちまき麩・紅はしかみ）、
ひたし（もやし・きうり）、吸物（松露・
平そば・さんしょ）／上之分50人前、下
之分65人前（向あへまぜ・茶碗なし・坪
なし・猪口なし）

注） 「文化九年　年忌葬礼覚日記」「天保五年二月吉日弐番年忌葬式覚」（社団法人大阪市中央卸売市場本場市場協会資料室所蔵『鷺池家文書』）、近江
晴子校定『助松屋文書』、『年中取組献立』（東京大学図書館所蔵）より作成。

表３　年回忌献立
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芥
に
て
仕
立
、
或
者
室
之
内
江
炭
団
火
を
用
養
ひ
立
、
年
中
時
候
外
れ
に
売
出

候
段
、
奢
侈
を
導
く
基
ニ
而
、
売
出
し
候
も
の
共
も
不
埒
之
至
ニ
候
間
、
以
来

も
や
し
、
初
物
と
唱
候
野
菜
類
、
決
而
作
出
し
申
間
敷
旨
、
在
々
江
茂
相
触
候

条
、
其
旨
を
存
し
か
た
く
売
買
い
た
す
間
敷
候
、
尤
、
魚
鳥
之
儀
者
、
自
然
之

漁
猟
ニ
而
売
出
し
候
ハ
格
別
、
人
力
を
費
し
、
多
分
之
失
却
を
掛
飼
込
仕
立

置
、
世
上
江
高
価
ニ
売
出
候
儀
者
、
是
又
堅
不
相
成
候
、
若
相
背
候
も
の
有
之

ニ
お
ゐ
て
ハ
、
吟
味
之
上
急
度
咎
可
申
付
候
、

右
之
通
、
町
触
申
付
候
間
、
御
料
者
御
代
官
、
私
領
者
領
主
、
地
頭
よ
り
可
相

触
候
、

但
、
在
所
之
品
、
前
々
よ
り
献
上
之
類
ハ
、
只
今
迄
之
通
可
被
心
得
候

右
之
通
、
可
被
相
触
候
、

　
　
　

四
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
幕
末
御
触
書
集
成
』
四
〇
二
七
）

　

こ
の
触
れ
を
み
る
と
、「
も
や
し
」
は
、「
雨
障
子
を
懸
、
芥
に
て
仕
立
」「
室
之
内

江
炭
団
火
を
用
養
ひ
立
」
と
あ
る
よ
う
に
、
温
暖
な
環
境
に
よ
っ
て
家
の
な
か
で
も
促

成
栽
培
が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
幕
府
が
統
制
に
の
り
だ
す
ほ

ど
投
機
性
の
高
い
も
や
し
で
あ
っ
た
が
、
十
八
世
紀
後
半
の
料
理
書
で
あ
る
『
四
季
料

理
献
立
』
に
は
、
家
で
の
栽
培
方
法
が
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
庶
民
の
需
要
が
拡
大
し
て

い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る

КХ

。

　

原
田
信
男
氏
は
、
天
保
改
革
時
に
出
さ
れ
た
こ
の
触
れ
に
つ
い
て
「
大
都
市
の
近
郊

で
は
料
理
屋
の
需
要
に
応
じ
て
野
菜
類
の
温
室
に
よ
る
促
成
栽
培
が
、
江
戸
に
限
ら
ず

大
坂
で
も
行
わ
れ
て
、
採
算
が
取
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
法
令
が

各
地
の
農
村
に
向
け
ら
れ
た
こ
と
自
体
、
近
郊
農
村
に
お
け
る
生
産
活
動
の
在
り
方

が
、
化
政
期
お
そ
く
と
も
天
保
初
年
に
は
、
料
理
文
化
の
性
格
か
ら
く
る
新
し
い
需
要

に
応
じ
て
変
化
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
」
と
述
べ
、
食
文
化
の
発
達
に
よ
る
都
市
部
の

需
要
が
農
村
部
に
お
け
る
生
産
に
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

КЦ

。

繰
り
返
さ
れ
る
商
家
の
法
要
は
、
食
文
化
の
発
達
と
相
俟
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
需
給
関

係
に
も
影
響
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

神
崎
屋
の
献
立
で
は
、
保
存
食
と
し
て
の
香
の
物
以
外
に
も
夏
の
き
ゅ
う
り
が
二
月

に
使
わ
れ
た
り
、
時
節
に
関
係
な
く
も
や
し
が
み
ら
れ
る
な
ど
、「
時
節
外
れ
の
も
の
」

が
出
さ
れ
て
い
る
。
時
節
外
れ
の
野
菜
は
高
価
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な

食
材
を
出
す
こ
と
は
、
商
家
の
財
力
や
家
格
を
示
す
こ
と
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

神
崎
屋
は
、
多
忙
な
節
季
を
避
け
る
た
め
か
、
故
人
の
祥
月
命
日
に
関
係
な
く
、
四
月

頃
に
年
回
供
養
を
お
こ
な
う
こ
と
が
多
い
た
め
、
春
の
食
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
た

膳
が
出
さ
れ
、
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
。

　

つ
ぎ
に
、
助
松
屋
（
奥
野
家
）
で
あ
る
が
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
十
二
月
朔
日

に
六
代
弥
兵
衛
の
葬
式
を
お
こ
な
い
、
そ
の
後
七
日
毎
の
逮
夜
で
料
理
が
振
舞
わ
れ

た
。
料
理
人
は
、
大
坂
順
慶
町
南
藤
で
あ
る
。
献
立
を
み
る
と
、
大
根
・
ほ
う
れ
ん

草
・
ち
さ
・
こ
ん
に
や
く
・
湯
葉
・
油
揚
げ
な
ど
の
ほ
か
、
九
年
母
・
祗
園
坊
（
大
形

の
果
実
で
品
質
の
よ
い
柿
の
こ
と
。
渋
柿
と
さ
れ
る
）・
み
か
ん
な
ど
水
の
物
が
目
立

つ
。
助
松
屋
の
献
立
で
は
、「
砂
糖
た
き
」・「
砂
糖
漬
」・「
砂
糖
煮
」
の
よ
う
に
、
砂

糖
を
使
っ
て
調
理
し
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
他
家
の

場
合
も
こ
の
よ
う
に
砂
糖
を
使
っ
て
青
物
を
調
理
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
年

回
忌
は
、
十
一
月
の
事
例
で
あ
る
が
、
白
髪
大
根
・
川
ち
さ
・
油
揚
げ
・
ほ
う
れ
ん

草
・
祗
園
坊
が
み
ら
れ
、
助
松
屋
で
は
、
大
根
・
ほ
う
れ
ん
草
・
祗
園
坊
な
ど
が
好
ん

で
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
、
森
田
登
代
子
氏
の
研
究
に
依
拠
し
て
、
京
都
の
近
江
屋
（
岡
田
家
）
の
場

合
を
み
て
み
よ
う
。
近
江
屋
の
初
代
傳
治
郎
後
妻
の
葬
式
は
、
文
化
十
三
年

（
一
八
一
六
）
六
月
十
九
日
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
初
七
日
逮
夜
・
初
月
忌
逮
夜
の

献
立
は
、
京
都
竹
屋
町
衣
棚
東
入
ル
の
八
百
屋
善
兵
衛
が
つ
と
め
、
初
月
忌
は
納
骨
の

た
め
京
都
円
山
料
亭
の
眼
阿
弥
で
の
会
食
と
な
っ
て
い
る
。
近
江
屋
（
岡
田
家
）
は
、

浄
土
真
宗
大
谷
派
に
属
し
、
本
山
と
東
大
谷
廟
に
参
詣
し
、
納
骨
す
る
な
ら
わ
し
と
な

っ
て
い
た
ら
し
い
。
森
田
氏
は
、
近
江
屋
で
は
、
初
月
忌
逮
夜
会
食
酒
宴―

翌
日
午
前

中
骨
納
め―

参
詣
後
昼
食―

昼
寝
と
連
鎖
し
、
行
水
し
て
精
進
落
と
し
の
宴
会
を
再
開

し
て
お
り
、
納
骨
行
事
と
い
う
悔
や
み
の
行
事
で
さ
え
も
、
も
て
な
し
の
雰
囲
気
を
醸

し
出
し
交
歓
の
場
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

КЧ

。
献
立
を
み
る
と
、
か
も

瓜
・
浅
瓜
・
な
す
び
な
ど
夏
の
青
物
の
ほ
か
、
桃
・
り
ん
ご
な
ど
の
水
の
物
、
よ
こ
ぐ

も
（
＊
１
）・
歓
心
寺
さ
と
う
（
＊
２
）
な
ど
の
菓
子
も
み
ら
れ
る
。
眼
阿
弥
で
の
膳

に
は
、
天
王
寺
か
ぶ
ら
が
み
ら
れ
、
大
坂
か
ら
流
通
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
青
物
も
あ
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り
、
前
述
の
「
京
か
も
瓜
」
の
事
例
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
大
坂―

京
都
間
の
青
物
流

通
が
多
か
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
よ
う
。

　

さ
い
ご
に
、
大
坂
の
料
亭
で
行
わ
れ
た
有
徳
人
の
五
十
回
忌
に
つ
い
て
み
て
み
よ

う
。
江
後
迪
子
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
有
徳
人
の
法
要
は
宝
永
期
（
一
七
〇
四
〜

一
七
一
〇
）
と
さ
れ
て
い
る

КШ

。
こ
の
法
要
も
七
月
に
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
献
立
は
海

そ
う
め
ん
・
な
し
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
も
ろ
こ
し
餅
・
粟
餅
・
わ
ら
び
な
ど

の
餅
類
も
出
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
ろ
う
。
こ
の
法
要
の
様
子
を
み
た
料
亭
の
主

人
は
「
五
拾
年
忌
故
座
中
大
酒
客
方
よ
り
謡
御
座
候
よ
し
」
と
記
録
し
て
い
る
。
弔
い

上
げ
の
た
め
か
、
五
拾
年
忌
に
は
、「
大
酒
」「
謡
」
な
ど
盛
大
な
祝
宴
を
催
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。「
有
徳
人
」
と
あ
る
た
め
、
故
人
の
五
十
回
忌
が
つ
づ
け
ら
れ
る
ほ
ど

商
家
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
祝
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

近
世
中
期
頃
の
出
版
と
さ
れ
る
『
商
家
見
聞
集

КЩ

』
に
は
、
商
家
の
法
事
の
膳
に
つ
い

て
の
心
得
を
記
し
て
い
る
の
で
紹
介
し
よ
う
。

右
法
事
・
追
善
の
と
き
、
膳
の
上
に
い
ろ
（
）
の
馳
走
の
う
ち
、
時
な
ら
ぬ
も

の
、
或
い
は
珍
物
等
を
調
味
す
る
あ
り
。
こ
れ
ら
は
実
に
霊
へ
馳
走
に
あ
ら

ず
、
客
人
の
目
を
驚
か
し
、
あ
る
い
は
料
理
自
慢
の
こ
ゝ
ろ
よ
り
す
る
人
多

し
。
是
ま
た
不
実
也
。
霊
へ
の
志
の
あ
つ
き
を
も
つ
て
馳
走
す
べ
し
。
荘
厳
等

も
同
や
う
な
り
。
華
美
を
好
む
も
の
に
あ
ら
ず
。
馳
走
は
第
一
に
し
て
、
こ
ゝ

ろ
を
直
に
し
、
身
を
清
め
、
霊
へ
の
供
物
は
自
身
に
あ
ら
た
め
清
む
べ
し
。
料

理
は
第
一
飯
に
念
を
入
れ
べ
き
な
り
。
菜
は
飯
を
す
ゝ
め
ん
為
な
り
。
煮
加

減
、
味
は
ひ
の
塩
梅
を
よ
く
す
る
を
馳
走
と
す
。
珍
物
は
好
む
べ
か
ら
ず
。
い

か
に
と
な
れ
ば
客
人
の
中
に
食
後
腹
痛
、
あ
る
い
は
外
病
気
の
お
こ
る
ま
じ
き

に
も
あ
ら
ず
。
さ
や
う
の
時
は
常
々
喰
ひ
な
れ
ぬ
珍
物
、
時
な
ら
ぬ
も
の
あ
ら

ば
、
其
の
も
の
に
中
て
ら
れ
た
る
と
病
人
は
お
も
ひ
、
ほ
か
の
人
も
さ
お
も
ふ

な
り
。
其
の
時
は
、
不
興
不
馳
走
と
な
る
。
つ
ね
｛
）、
喰
ひ
な
れ
た
る
も

の
ゝ
よ
く
（
）
煮
へ
た
る
も
の
に
は
、
さ
は
お
も
は
ぬ
な
り
。
好
み
す
ぎ
た
る

時
、
ね
ぢ
け
松
を
好
む
こ
ゝ
ろ
に
同
じ
く
、
よ
く
（
）
心
得
べ
き
事
な
り
。

　

こ
れ
を
み
る
と
、
時
節
外
れ
の
も
の
や
珍
し
い
も
の
を
出
す
の
は
、
客
人
の
目
を
驚

か
せ
る
料
理
自
慢
の
気
持
ち
か
ら
す
る
こ
と
で
あ
る
と
戒
め
て
い
る
。
ま
た
、
煮
加

減
、
味
わ
い
の
塩
梅
を
よ
く
す
る
こ
と
こ
そ
が
馳
走
で
あ
り
、
日
頃
食
べ
慣
れ
な
い
も

の
を
食
べ
、
客
人
に
腹
痛
や
外
の
病
気
が
お
こ
る
の
は
、
不
興
不
馳
走
に
な
る
と
述
べ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
近
世
中
期
頃
か
ら
商
家
の
法
要
で
は
、
時
節
外
れ
の
料
理
や
珍
し

い
料
理
が
出
さ
れ
て
い
た
た
め
、
戒
め
と
し
て
こ
の
よ
う
な
教
訓
書
に
書
か
れ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
四
つ
の
追
善
供
養
の
例
を
み
て
き
た
が
、
商
家
に
よ
っ
て
使
用
す
る
食
材
に

違
い
み
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
は
、
追
善
供
養
が
行
わ
れ
る
時
節
や
商
家

の
嗜
好
や
家
格
と
関
係
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
配
膳
役
割
と
料
理
人
）

　

繰
り
返
さ
れ
る
商
家
の
法
要
に
と
っ
て
、
料
理
人
と
の
関
係
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
っ
た
。
神
崎
屋
本
家
に
出
入
り
す
る
料
理
人
は
、
料
理
を
作
る
だ
け
で
な
く
年
回
忌

に
は
施
主
へ
贈
答
品
を
届
け
て
い
る
し
、
神
崎
屋
か
ら
は
、
仏
事
に
際
し
て
料
理
人
へ

も
料
理
代
と
は
別
に
志
を
遣
わ
し
て
い
る
。
神
崎
屋
本
家
の
よ
う
に
、
毎
年
の
よ
う
に

追
善
供
養
を
営
む
商
家
で
は
、
料
理
人
と
の
関
係
が
重
要
視
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

神
崎
屋
本
家
の
料
理
人
は
、
二
代
の
追
善
供
養
の
時
は
大
坂
堀
江
の
八
百
屋
左
兵

衛
、
四
代
の
追
善
供
養
の
時
は
大
坂
油
掛
町
の
神
崎
屋
武
兵
衛
が
そ
れ
ぞ
れ
つ
と
め
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
料
理
人
は
、「
家
」
よ
り
も
、
当
主
と
の
個
人
的
な
つ
な
が

り
に
よ
っ
て
出
入
り
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

商
家
の
追
善
供
養
で
は
、
料
理
の
出
し
方
や
配
膳
の
役
割
な
ど
が
決
ま
っ
て
お
り
、

料
理
人
も
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
神
崎
屋
本
家
で
営
ま
れ
た
弘
化
三
年

（
一
八
四
六
）
の
元
祖
平
九
郎
女
房
つ
や
（
釈
妙
雲
）
五
十
回
忌
、
二
代
平
九
郎
後
妻

は
つ
（
釈
妙
圓
）
五
十
回
忌
、
五
代
平
九
郎
先
妻
吟
（
釈
理
正
）
三
回
忌
の
法
事
で

は
、
献
立
順
序
と
法
事
の
給
事
人
役
割
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
法
事
に
お
け
る
こ

の
よ
う
な
記
載
の
開
始
は
、
前
述
の
床
錺
の
記
載
の
開
始
と
同
じ
時
期
で
あ
る
こ
と
に

注
目
し
た
い
。

第
一　

膳　
　

第
二　

飯
櫃　

此
所
ニ
て
あ
い
さ
つ　
　

第
三　

坪

第
四　

平　
　

第
五　

菓
子
椀　
　
　

第
六　

茶
碗
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汁　

香
之
物　

　
　
　
　
　

飯

第
七　

初
献　
　

第
八　

二
献　
　

第
九　

三
献　
　
　

第
拾　

湯
桶

　
　
　

台
引　
　
　
　

し
た
し
物　
　
　
　

吸
物

　
　
　
　
　

此
所
ニ
て
飯　

汁
物

第
十
一　

脇
取　
　

第
拾
二　

菓
子　
　

第
十
三　

茶

〆

　

法
事
給
仕
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
献
立
ご
と
に
役
割
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
施
主
で
あ

る
当
主
の
平
九
郎
が
初
献
お
よ
び
二
献
の
給
事
を
、
料
理
人
の
神
崎
屋
武
兵
衛
が
銚

子
・
湯
桶
の
給
事
を
そ
れ
ぞ
れ
つ
と
め
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
施
主
で
あ
る
平
九

郎
が
配
膳
の
役
割
を
負
う
の
は
、
来
客
へ
の
挨
拶
と
法
事
を
取
り
仕
切
る
者
と
し
て
の

責
任
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
熊
倉
功
夫
氏
に
よ
る
と
、
京
都
で
は
、

家
の
人
に
か
わ
っ
て
座
敷
に
料
理
を
運
び
、
客
と
料
理
人
と
両
者
の
呼
吸
を
よ
く
こ
こ

ろ
え
、
間
違
い
な
く
、
雰
囲
気
よ
く
料
理
を
運
び
出
し
、
進
行
を
按
配
す
る
の
が
配
膳

の
仕
事
で
あ
る
と
し
、
主
人
・
客
・
料
理
人
・
配
膳
の
四
者
の
協
同
作
業
で
運
ぶ
あ
た

り
に
京
料
理
の
伝
統
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る

КЪ

。
近
世
後
期
の
大
坂
の
商
家
で
も
、
法

要
な
ど
の
会
席
の
場
に
お
け
る
配
膳
の
役
割
は
重
視
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

前
述
の
『
商
家
見
聞
集
』
に
は
商
家
の
法
事
の
会
席
の
場
に
お
け
る
作
法
に
つ
い
て

も
触
れ
て
お
り
、
近
世
中
後
期
に
は
商
人
身
分
で
も
法
要
の
場
で
の
仕
来
り
が
整
え
ら

れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
献
立
の
費
用
）

　

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
法
要
に
お
け
る
献
立
に
は
、
ど
の
く
ら
い
の
費
用
を
要
し
た

の
だ
ろ
う
か
。
神
崎
屋
の
百
ヶ
日
ま
で
の
追
善
供
養
と
年
回
忌
は
、
主
に
油
掛
町
の

八
百
屋
神
崎
屋
武
兵
衛
が
料
理
人
を
つ
と
め
た
。
追
善
供
養
、
年
回
忌
と
も
、
そ
の
費

用
の
ほ
と
ん
ど
は
献
立
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
。
献
立
に
か
か
る
費
用
は
、
親
類
と
神
崎

屋
本
家
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
。
神
崎
屋
四
代
の
追
善
供
養
献
立
の
費
用
と
そ
の
負

担
内
訳
を
示
し
た
の
が
、
表
４
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
二
七
日
・
三
七
日
・
四
七

日
・
月
忌
・
六
七
日
・
七
七
日
の
追
善
供
養
逮
夜
に
か
か
っ
た
献
立
費
用
三
四
二
匁
五

分
を
親
類
（
灘
屋
・
薩
摩
屋
・
富
田
屋
・
沢
田
・
大
嶋
屋
・
長
浜
屋
・
升
屋
・
升
喜
）

で
負
担
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
親
類
は
、
法
要
に
お
い
て
喪
家
を
経
済
的
に
扶
助

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
際
は
表
４
中
に
「
内
よ
り
出
銀
」
と
あ
る
よ
う
に
喪
家
も
四

分
の
一
程
度
の
負
担
（
追
善
供
養
逮
夜
に
か
か
っ
た
料
理
代
合
計
（
表
４
①
）
か
ら
親

類
に
よ
る
負
担
の
合
計
（
表
４
②
）
を
差
し
引
い
た
代
銀
）
は
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。

　

追
善
供
養
献
立
の
な
か
で
一
番
費
用
が
か
か
っ
た
の
が
、
七
七
日
（
四
十
九
日
）
逮

夜
の
献
立
で
、
一
二
四
匁
五
分
で
あ
る
。
銀
六
十
匁
を
一
両
と
し
て
計
算
す
る
と
、
約

二
両
余
も
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
周
忌
の
献
立
も
、
青
物
の
料
理
だ

け
で
二
両
の
経
費
が
か
か
っ
て
い
る
。
米
一
石
を
銀
約
六
十
匁
（
一
両
）
と
し
て
換
算

し
た
場
合
、
一
人
一
日
一
合
の
米
を
食
べ
た
と
し
て
、
約
三
年
分
の
量
と
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
二
両
は
一
人
分
の
飯
米
約
六
年
間
の
費
用
と
も
な
る
。
大
坂
雑
喉
場
の
商
家

逮夜 人数 料理代

二七日 60人前 36匁

三七日 70人前 42匁

四七日 70人前 42匁

月忌 70人前 56匁

六七日 70人前 42匁

七七日
55人前（上客） 66匁

65人前（下客） 58匁5分

合計　① 342匁5分 出銀者

内訳

２歩２朱 灘屋利三郎

２歩２朱 薩摩屋伊兵衛

２歩２朱 富田屋久兵衛

２歩２朱 沢田源吾

２歩 大嶋屋久兵衛

２歩 長浜屋幸助

１歩 升屋

２朱 紙左

２朱 升喜

２朱 沢田源吾

内訳合計② ４両２朱（261匁９分４厘）

差引（①－②） 80匁５分６厘 内より出銀

注）「天保五年二月吉日　弐番年忌葬式覚」（『鷺池家文書』）より作成

表４　神崎屋四代追善供養料理代
　　　（八百屋神崎屋武兵衛へ支払）
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の
法
要
に
お
け
る
献
立
費
用
は
、
莫
大
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

（
日
常
食
と
の
比
較
）

　

大
坂
の
商
家
で
は
、
婚
礼
や
法
要
な
ど
ハ
レ
の
日
に
は
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
料
理
を

食
べ
る
が
、
日
頃
は
質
素
な
食
生
活
で
あ
っ
た
。
船
場
で
は
「
朝
粥
や
、
昼
一
菜
に
夕

茶
漬
」
と
い
う
く
ら
い
簡
単
な
も
の
を
常
食
と
し
て
い
た
ら
し
い

КЫ

。
大
坂
の
商
家
で

は
、
日
常
食
で
香
の
物
が
重
宝
さ
れ
、
十
二
月
に
は
女
衆
が
お
く
も
じ
（
細
い
大
根
を

葉
ご
と
塩
だ
け
で
漬
け
た
も
の
）
と
お
香
々
（
た
く
あ
ん
）
を
漬
け
て
い
た

КЬ

。
ま
た
、

江
戸
の
漬
物
問
屋
小
田
原
屋
主
人
、
花
笠
文
京
が
著
し
た
天
保
七
年
（
一
八
三
八
）
刊

の
『
四
季
漬
物
塩
嘉
言
』
の
な
か
で
は
、
挿
絵
に
以
下
の
よ
う
な
文
が
添
え
ら
れ
て
お

り
、
大
坂
の
日
常
の
食
文
化
が
う
か
が
え
て
興
味
深
い
。

過
し
頃　

浪
花
に
あ
り
た
る
と
き

米
粥
に　

く
も
じ
と
い
う
こ
と
を　

花
笠
文
京

濁に
ご
り
え江

の　

な
に
は
な
し
と
も　

朝
茶
粥

ゆ
が
み
も
じ
に
て　

た
う
べ
た
り
け
る

　

文
中
の
「
ゆ
が
み
も
じ
」
と
は
、
歪
文
字
の
こ
と
で
、
平
仮
名
の
「
く
」
の
字
の
こ

と
で
あ
り
、
く
も
じ
（
茎
漬
）
を
指
す
。
大
坂
で
は
、
朝
茶
粥
を
茎
漬
で
食
べ
て
い
た

と
い
う
の
で
あ
る

ЛУ

。
雑
喉
場
の
神
崎
屋
で
は
、
天
満
青
物
市
場
の
大
根
屋
や
桜
ノ
宮
か

す
が
い
村
か
ら
大
根
漬
を
購
入
し
て
い
た
。
大
根
漬
に
は
塩
と
糠
を
必
要
と
し
た
が
、

近
世
の
大
坂
へ
は
播
州
地
域
で
生
産
さ
れ
た
良
質
の
赤
穂
塩
（
真
塩
）
が
移
出
さ
れ
て

い
た
た
め

ЛФ

、
神
崎
屋
の
購
入
す
る
大
根
漬
も
赤
穂
塩
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
神
崎
屋
に

は
大
根
漬
に
関
す
る
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
紹
介
し
よ
う
。

　
　
　
　
　

大
根
漬

　
　

弘
化
弐
年
乙
巳
極
月
五
日
灘
理
引
合
ニ
て
天
満
大
根
屋
哀
買
入

　
　
　
　
　

漬
方
之
事

一
、 

赤
穂
炭
焼
上
塩
九
升
、
糠
五
升
能
々
交
合
せ
置
、
香
之
物
壱
丁
ニ
付
凡
五
六

合
計
之
振
塩
と
い
ふ
も
の
を
つ
も
り
置
、
ま
つ
香
物
漬
候
時
、
樽
之
底
へ
交

り
糠
入
れ
其
上
へ
か
の
ふ
り
塩
見
合
は
ら
（
）
と
振
り
、
其
上
へ
大
根
い
か

に
も
よ
く
（
）
つ
め
漬
込
、
夫
よ
り
又
交
糠
を
入
れ
、
又
振
塩
い
た
し
其
上

大
根
を
漬
込
事
如
此
に
漬
申
候
時
ハ
極
宜
敷
塩
加
減
也

　
　
　
　
　

凡
例

　
　

 

た
と
へ
ハ
丗
丁
漬
候
へ
ハ
廿
弐
丁
計
右
之
通
り
九
升
塩
ニ
而
漬
る
事
、
其
余

ハ
見
計
ニ
而
甘
塩
ニ
漬
込
候
事
也

　

商
家
で
消
費
さ
れ
る
大
根
の
需
要
は
大
き
か
っ
た
た
め
、
大
坂
周
辺
地
域
の
農
村
で

生
産
さ
れ
る
大
根
が
す
べ
て
天
満
青
物
市
場
へ
送
ら
れ
、
販
売
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え

に
く
い
。
十
八
世
紀
後
半
の
難
波
村
に
お
い
て
は
、
天
満
青
物
市
場
に
出
荷
す
る
ほ
か

に
、
道
頓
堀
周
辺
へ
持
ち
出
し
て
売
る
方
法
と
、
難
波
村
内
の
畑
に
商
人
が
や
っ
て
き

て
買
う
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
動
向
が
背
景
と
な
り
、
天
明
年

間
か
ら
文
化
年
間
に
か
け
て
天
満
青
物
市
場
か
ら
難
波
村
に
対
し
再
三
、
村
内
で
の
青

物
売
場
の
差
し
止
要
求
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
天
満
青
物
市
場
や
近
隣
の
大
坂
市
中
の

橋
や
町
で
も
青
物
売
買
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う

ЛХ

。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
大
坂

に
お
け
る
多
様
な
商
人
の
存
在
形
態
と
関
わ
っ
て
議
論
さ
れ
る
が
、
大
坂
市
中
お
よ
び

周
辺
地
域
に
お
け
る
庶
民
生
活
の
向
上
に
よ
る
需
要
の
拡
大
と
そ
れ
に
と
も
な
う
食
文

化
の
発
達
と
い
う
視
点
か
ら
天
満
青
物
市
場
の
変
容
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
も
重
要
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
、
追
善
供
養
と
菓
子

　

最
後
に
、
追
善
供
養
の
場
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
菓
子
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て

お
こ
う
。

　

板
橋
春
夫
氏
に
よ
る
と
、
近
世
期
に
は
地
域
に
よ
っ
て
葬
儀
に
赤
飯
を
使
用
し
て
い

た
が
、
幕
末
期
に
饅
頭
が
出
現
し
、
明
治
初
年
に
は
赤
飯
使
用
の
慣
習
が
消
滅
し
て
い

く
と
さ
れ
て
い
る
。
同
氏
に
よ
る
群
馬
県
内
に
お
け
る
調
査
で
は
、
全
体
的
な
傾
向
と

し
て
山
間
部
で
は
赤
飯
の
使
用
が
残
り
、
町
場
で
は
比
較
的
饅
頭
の
使
用
が
多
い
と
さ
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れ
て
い
る
。
赤
飯
を
使
用
す
る
地
域
で
は
、
近
親
者
が
自
家
で
調
整
し
、
饅
頭
を
使
用

す
る
地
域
で
は
菓
子
屋
な
ど
の
専
門
業
者
に
饅
頭
を
注
文
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

近
世
で
は
葬
儀
も
ハ
レ
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
葬
儀
に
赤
飯
を
使
用
す
る
地
域
が
多

か
っ
た
ら
し
い
が

ЛЦ

、
大
坂
の
よ
う
な
都
市
部
で
は
早
く
か
ら
葬
儀
や
法
要
に
は
饅
頭
が

使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
神
崎
屋
の
追
善
供
養
に
用
い
ら
れ
た
菓
子
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
表
５

は
、
神
崎
屋
四
代
の
年
回
忌
の
引
菓
子
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
前
述
の

追
善
供
養
の
献
立
の
箇
所
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
菓
子
は
他
の
食
材
と
組
み
合
わ
さ
れ

て
膳
に
出
さ
れ
て
お
り
、
神
崎
屋
の
場
合
、
と
く
に
年
回
忌
の
会
席
膳
に
と
っ
て
欠
か

せ
な
い
食
材
と
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。

　

表
５
を
み
る
と
、
購
入
先
の
菓
子
屋
は
、
高
麗
橋
四
丁
目
の
「
虎
屋
」、
西
横
堀
舟

町
の
「
高
岡
丹
後
」、
島
之
内
の
「
河
作
」、
大
手
御
門
筋
の
「
東
雲
堂
」
な
ど
が
み
ら

れ
る
。
な
か
で
も
「
東
雲
堂
」
は
、『
守
貞
謾
稿

ЛЧ

』
に
よ
れ
ば
「
文
政
中
、
城
西
大
手

筋
と
云
ふ
処
に
こ
の
店
を
開
き
東
雲
堂
と
号
し
、
饅
頭
大
に
て
価
十
文
、
精
制
な
り
。

こ
れ
は
大
手
ま
ん
ぢ
う
と
称
し
、
人
に
も
贈
り
客
に
も
呈
し
行
は
れ
し
が
、
虎
屋
の
盛

ん
な
る
に
及
ば
ず
、
天
保
末
に
亡
ぶ
。
菓
子
も
製
せ
し
な
り
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
記
載
に
よ
る
と
、
東
雲
堂
は
文
政
年
間
に
店
を
構
え
、
場
所
柄
の
た
め
か
「
大
手

ま
ん
じ
ゅ
う
」
と
称
さ
れ
、
贈
答
用
に
使
わ
れ
て
い
た
が
、
虎
屋
に
は
及
ば
ず
天
保
末

に
ほ
ろ
ん
だ
と
あ
る
。
し
か
し
、
神
崎
屋
四
代
の
十
七
回
忌
の
嘉
永
二
年（
一
八
四
九
）

の
時
期
に
お
い
て
も
、
神
崎
屋
は
「
東
雲
堂
」
か
ら
菓
子
を
購
入
し
て
い
る
の
で
、

『
守
貞
謾
稿
』
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
店
の
こ
と
で
は
な
く
、
虎
屋
に
及
ば
な
い
た

め
饅
頭
を
つ
く
る
の
を
止
め
た
と
い
う
意
味
で
捉
え
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
菓
子
は
、
青
餅
・
虎
屋
白
羊
羹
・
虎
屋
山
吹
羊
羹
・
虎
屋
紅
餅
・
皮
む
き

長
棹
饅
頭
・
虎
屋
饅
頭
・
ひ
な
の
里
・
卯
の
花
（
＊
３
）・
伊
勢
之
海
・
玉
形
・
焼

餅
・
練
羊
羹
な
ど
種
類
が
豊
富
で
あ
る
。
青
餅
や
焼
餅
は
中
座
の
菓
子
と
し
て
用
い
ら

れ
た
。
四
代
の
一
周
忌
、
七
回
忌
、
十
三
回
忌
、
十
七
回
忌
に
は
で
き
る
だ
け
同
じ
菓

子
を
出
さ
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
年
回
忌
に
お
い
て
引
菓
子
の
種
類
が
こ
の
よ
う
に
多
様
化
す
る
の
は
弘
化

期
以
降
で
あ
り
、
こ
れ
も
前
述
の
よ
う
に
床
錺
が
開
始
さ
れ
た
時
期
と
ほ
ぼ
重
な
っ
て

い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　

ま
た
、
四
代
一
周
忌
の
虎
屋
白
羊
羹
・
虎
屋
山
吹
羊
羹
・
虎
屋
紅
餅
の
合
計
代
銀

は
、
五
十
八
匁
八
分
三
厘
と
な
っ
て
お
り
、
六
十
匁
を
一
両
と
し
て
換
算
す
る
と
、
約

一
両
と
な
り
、
追
善
供
養
に
か
か
る
菓
子
の
費
用
も
か
な
り
大
き
か
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ち
な
み
に
、
神
崎
屋
四
代
一
周
忌
の
献
立
に
か
か
っ
た
費
用
は
、
前
述
の
よ
う
に

年回忌 年月日 引菓子 個数（代銀） 店

一周忌 天保６（1835）．
２．20

青餅（休息菓子） 60（６匁） 松野屋

虎屋白羊羹 ５本（25匁） 虎屋大和大掾伊織【高麗橋四丁目】

虎屋山吹羊羹 １本（６匁） 虎屋大和大掾伊織【高麗橋四丁目】

虎屋紅餅 53 虎屋大和大掾伊織【高麗橋四丁目】

58匁８分３厘
（※虎屋白羊羹・
同山吹羊羹・同紅餅）

七回忌 天保11（1840）．
２．20

上之方：皮むき長棹饅頭 38本（38匁） 丹後（高岡丹後大目藤原福信（銭屋文
右衛門））【大坂西横堀舟町】

下之方：虎屋饅頭十ヲ入 55包 虎屋大和大掾伊織【高麗橋四丁目】

上之方、下の方：羊羹 ８本（30匁）

十三回忌 弘化２（1845）．
４．２

新製好一文菓子五種取合
（ひなの里） ７斤（32匁５分） 高岡（高岡丹後大目藤原福信（銭屋文

右衛門））【大坂西横堀舟町】

卯の花 40（３分５厘替、14匁）河作【島之内】

虎屋饅頭十ヲ包 15 虎屋大和大掾伊織【高麗橋四丁目】

虎屋饅頭七ツ包 20 虎屋大和大掾伊織【高麗橋四丁目】

十七回忌 嘉永２（1849）．
４．20

伊勢之海／玉形 30人前（８分替、24匁）東雲堂（吾妻屋近江大掾）【大手御門筋】

卯の花 40人前 東雲堂（吾妻屋近江大掾）【大手御門筋】

焼餅（中座菓子） 35ツ 東雲堂（吾妻屋近江大掾）【大手御門筋】

練羊羹（刺身遣ひ） 棹６本

注） 「文化九年年忌葬礼覚日記」、「天保五年二月吉日弐番年忌葬式覚」（『鷺池家文書』）、『大阪商工銘家集』（弘化三年）よ
り作成。

表５　神崎屋四代年回忌引菓子
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青
物
代
二
両
と
、
こ
の
菓
子
代
約
一
両
の
合
計
約
三
両
も
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
七
回
忌
の
例
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
膳
と
同
様
に
引
菓
子
に
も
客
に
よ
っ

て
「
上
之
方
」
と
「
下
之
方
」
の
区
別
が
あ
り
、
渡
さ
れ
る
菓
子
は
、「
上
之
方
」
が

「
皮
む
き
長
棹
饅
頭
」、「
下
之
方
」
が
「
虎
屋
饅
頭
十
ヲ
入
」
と
な
っ
て
い
る
。
法
要

の
際
に
は
、
菓
子
切
手
や
饅
頭
切
手
が
神
崎
屋
本
家
へ
贈
ら
れ
て
い
る
が
、
引
菓
子
は

す
べ
て
現
物
が
来
客
に
配
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
大
坂
商
家
に
お
け
る
法
要
と
食
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
た
。
こ
の
よ
う
な

追
善
供
養
の
資
料
か
ら
は
以
下
の
よ
う
な
論
点
が
見
出
せ
る
と
思
う
。

　

ま
ず
、
商
家
に
お
け
る
仏
事
と
家
格
の
問
題
で
あ
る
。
西
木
浩
一
氏
は
、
商
家
に
お

け
る
葬
礼
の
華
美
化
の
現
象
は
、
地
域
に
お
け
る
喪
家
の
家
格
・
立
場
の
問
題
と
密
接

に
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

ЛШ

。
商
家
に
お
い
て
、
繰
り
返
し
立
派
な
法
要

が
営
ま
れ
る
こ
と
は
、
地
域
の
人
々
に
商
家
の
家
格
を
示
す
機
会
と
な
っ
た
で
あ
ろ

う
。
大
坂
雑
喉
場
魚
問
屋
の
神
崎
屋
の
場
合
は
、
弘
化
期
以
降
、
床
錺
や
器
物
、
法
要

の
食
材
、
菓
子
な
ど
の
記
載
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
時
期
に
同

家
が
雑
喉
場
魚
問
屋
と
し
て
、
ま
た
雑
喉
場
町
の
町
人
と
し
て
安
定
し
た
地
位
を
確
立

し
た
こ
と
の
象
徴
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

つ
ぎ
に
、
身
分
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
近
世
の
身
分
制
社
会
の
な
か
で
は
商

人
は
、
武
士
の
よ
う
に
俸
禄
が
与
え
ら
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、
農
民
の
よ
う
に
土
地
を

も
つ
わ
け
で
も
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
商
人
は
本
家
を
と
り
ま
く
人
間
関
係
の
再
生
産

を
重
視
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
家
訓
・
店
則
を
つ
く
り
「
家
」
の
発

展
と
維
持
を
何
よ
り
も
望
ん
だ
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
追
善
供
養
お
よ
び
年
回
忌
も
、

こ
の
よ
う
に
商
人
身
分
と
し
て
「
家
」
の
維
持
・
発
展
に
つ
な
が
る
営
み
と
し
て
と
ら

え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
繰
り
返
し
法
要
が
営
ま
れ
る
な
か
で
、
親
類
、
同

族
団
は
「
家
」
を
維
持
す
る
一
員
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
秩
序
が
守
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

　

さ
い
ご
に
、
食
材
か
ら
考
え
る
商
品
流
通
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
稿
で
も
と
り
あ
げ

た
よ
う
に
都
市
部
の
需
要
と
農
村
部
に
お
け
る
生
産
の
関
係
は
、
食
文
化
の
発
達
と
大

き
く
関
係
し
て
い
る
。
近
世
大
坂
で
は
諸
国
か
ら
移
出
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
物
が
消
費

さ
れ
た
の
で
、
生
産
地
と
の
関
係
を
都
市
部
に
お
け
る
需
要
の
視
点
か
ら
捉
え
な
お
す

こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
つ
つ
、
他
地
域
や
他
身
分
と
比
較
し
な
が
ら
近

世
大
坂
商
家
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

注（
１
）『
宮
本
又
次
著
作
集　

第
八
巻　

大
阪
町
人
論
』
講
談
社
、
一
九
七
七
年

（
２ 

）
拙
稿
「
近
世
大
坂
商
家
の
婚
礼
│
雑
喉
場
魚
問
屋
・
神
崎
屋
平
九
郎
家
を
事
例
と
し
て
│
」

『
な
に
わ
・
大
阪
文
化
遺
産
学
研
究
セ
ン
タ
ー
二
〇
〇
七
』、
関
西
大
学
な
に
わ
・
大
阪
文
化

遺
産
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
八
年

（
３
）『
資
料　

大
阪
水
産
物
流
通
史
』
三
一
書
房
、
一
九
七
三
年

（
４ 

）
町
の
自
治
的
立
法
と
し
て
の
町
式
目
に
し
た
が
っ
て
、
家
屋
敷
の
売
買
・
譲
渡
・
婚
姻
・
養

子
・
元
服
・
家
守
代
判
の
際
に
、
町
内
の
年
寄
・
月
行
司
・
町
代
・
小
者
・
髪
結
お
よ
び
こ

れ
ら
の
妻
に
祝
儀
を
つ
か
わ
す
慣
わ
し
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
町
礼
を
出
さ
な
い
と
、
町
内

で
は
売
買
・
婚
姻
・
養
子
な
ど
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
町
式
目

を
守
る
こ
と
は
正
式
な
町
の
構
成
員
と
し
て
の
義
務
で
あ
っ
た
。
宮
本
又
次
『
近
世
大
坂
の

経
済
と
町
制
』
文
献
出
版
、
一
九
八
五
年

（
５ 

）「
安
政
五
戊
午
年
五
月
九
日
御
征
当
御
仏
事
順
法
院
了
斎
好
居
士
霊
百
回
忌
草
稿
」（
国
文
学

研
究
資
料
館
所
蔵
『
加
島
屋
長
田
家
文
書
』
一
三
五
四
）

（
６ 

）
岩
橋
通
弥
「
商
家
の
仕
組
み
と
営
み
│
商
人
の
日
常
的
世
界
│
」『
日
本
民
俗
文
化
体
系
第

十
一
巻　

都
市
と
田
舎
│
マ
チ
の
生
活
文
化
│
』
小
学
館
、
一
九
八
五
年

（
７ 

）
川
上
行
蔵
「
江
戸
時
代
の
料
理
書
に
関
す
る
研
究
」『
全
集
日
本
の
食
文
化
』
第
七
巻
、

一
九
九
八
年

（
８ 

）
近
江
晴
子
「
軒
を
つ
ら
ね
る
食
の
専
門
店
、
多
彩
な
料
理
屋
」『
大
阪
の
歴
史
力
』
農
山
漁
村

文
化
協
会
、
二
〇
〇
〇
年

（
９ 
）
宮
田
満
「
村
の
料
理
人
│
十
九
世
紀
後
半
西
武
州
畑
作
地
域
の
食
生
活
│
」『
全
集
日
本
の
食

文
化
』
第
七
巻
、
雄
山
閣
、
一
九
九
八
年

（
10 

）
江
後
迪
子
「
雑
煮
に
つ
い
て
の
一
考
察
」『
風
俗
史
学
』
第
十
一
号
、
一
九
九
九
年
、
同
『
大

名
の
暮
ら
し
と
食
』
同
成
社
、
二
〇
〇
二
年
、
同
『
萩
藩
毛
利
家
の
食
と
暮
ら
し
』
つ
く
ば

ね
舎
、
二
〇
〇
五
年
、
江
原
洵
子
「
益
田
郡
中
呂
の
大
前
家
の
儀
礼
食
」『
全
集
日
本
の
食
文

化
』
第
七
巻
、
雄
山
閣
、
一
九
九
八
年
な
ど
が
あ
る
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（
11 

）
助
松
屋
に
つ
い
て
は
、
近
江
晴
子
校
定
『
助
松
屋
文
書
│
大
阪
・
靭
干
鰯
商
の
記
録
│
』

（
一
九
七
八
年
）
を
参
考
に
し
た

（
12
）『
日
本
料
理
秘
伝
集
成
』
第
七
巻
、
同
朋
社
、
一
九
八
六
年

（
13 
）
原
田
信
男
「
江
戸
と
地
方
の
料
理
文
化
│
近
世
後
期
の
利
根
川
流
域
を
中
心
に
」『
全
集
日
本

の
食
文
化
』
第
七
巻
、
雄
山
閣
、
一
九
九
八
年
、
こ
の
天
保
十
三
年
の
法
令
に
つ
い
て
は
戸

沢
行
夫
氏
の
研
究
が
あ
る
。
戸
沢
行
夫
「
も
や
し
初
物
考
」『
飲
食
史
林
』
第
六
号
、

一
九
八
五
年

（
14
）
森
田
登
代
子
『
近
世
商
家
の
儀
礼
と
贈
答
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
一
年

（
15
）
江
後
迪
子
「
大
坂
の
料
亭
と
町
人
文
化
」『
日
本
の
風
と
俗
』
つ
く
ば
ね
舎
、
二
〇
〇
〇
年

（
16
）『
商
売
繁
盛
大
鑑　

日
本
の
企
業
経
営
理
念
⑱
』
同
朋
社
、
一
九
八
五
年

（
17
）
熊
倉
功
夫
『
日
本
料
理
の
歴
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年

（
18
）（
１
）
に
同

（
19
）『
日
本
の
食
生
活
全
集
27
聞
き
書
大
阪
の
食
事
』
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
九
一
年

（
20
）『
四
季
漬
物
塩
嘉
言
』『
日
本
料
理
秘
伝
集
成
』
第
十
四
巻
、
同
朋
社
、
一
九
八
六
年

（
21
）『
日
本
塩
業
体
系
（
稿
）』
日
本
専
売
公
社
、
一
九
八
二
年

（
22 

）
八
木
滋
「
青
物
商
人
」『
身
分
的
周
縁
と
近
世
社
会
３　

商
い
が
む
す
ぶ
人
び
と
』
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
〇
七
年

（
23 

）
板
橋
春
夫
「
葬
儀
と
食
物
│
赤
飯
か
ら
饅
頭
へ
│
」『
葬
儀
と
墓
の
現
在―

民
俗
の
変
容―

』

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
〇
二
年

（
24 

）
喜
田
川
守
貞
著
・
宇
佐
美
英
機
校
訂
『
近
世
風
俗
志
（
守
貞
謾
稿
）（
五
）』
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
二
年

（
25
）
西
木
浩
一
『
都
市
紀
要
三
十
七　

江
戸
の
葬
送
墓
制
』
東
京
都
、
一
九
九
九
年

（
＊
１
） 

横
雲
。
さ
つ
ま
芋
を
塩
蒸
し
に
し
、
皮
を
む
い
て
す
り
砕
き
、
う
ど
ん
粉
と

白
砂
糖
を
入
れ
て
よ
く
す
り
混
ぜ
る
。
そ
れ
ら
を
二
等
分
し
、
一
方
は
そ
の

ま
ま
、
あ
と
の
半
分
は
青
ど
り
の
粉
を
入
れ
て
色
を
つ
け
る
。
ま
な
板
の
上

に
ぬ
れ
ふ
き
ん
を
広
げ
、
芋
の
す
っ
た
の
を
平
に
の
ば
し
、
そ
の
上
に
青
く

色
付
け
し
た
の
を
置
い
て
の
ば
し
て
手
前
か
ら
巻
き
ず
し
の
よ
う
に
巻
く
。

そ
れ
を
ふ
き
ん
で
包
ん
で
蒸
籠
で
蒸
し
て
小
口
切
り
に
し
た
も
の
。
浅
草
海

苔
を
四
角
に
切
り
、
火
で
あ
ぶ
っ
て
出
す
。（『
精
進
献
立
集
』、『
日
本
料
理

秘
伝
集
成
』
第
十
二
巻
、
同
朋
社
、
一
九
八
六
年
）

（
＊
２
） 

観
心
寺
寒
曝
。
白
玉
粉
の
こ
と
。
糯
米
の
粉
を
寒
水
に
晒
し
た
も
の
で
、
団

子
や
菓
子
な
ど
の
原
料
に
用
い
る
。
古
く
河
内
の
観
心
寺
で
つ
く
ら
れ
た
の

で
、
観
心
寺
粉
と
も
い
う
。（『
豆
腐
百
珍
続
編
』、『
日
本
料
理
秘
伝
集
成
』

第
九
巻
注
参
照
、
同
朋
社
、
一
九
八
六
年
）

（
＊
３
） 

氷
お
ろ
し
（
氷
砂
糖
を
薬
研
で
お
ろ
し
、
ザ
ラ
メ
糖
く
ら
い
の
粗
い
粉
末
に

し
た
も
の
）
に
水
を
少
し
い
れ
、
微
塵
粉
を
加
え
て
よ
く
も
み
あ
わ
せ
、
そ

の
あ
と
に
、
は
ぜ
（
爆
米
。
糯
米
を
蒸
し
て
煎
っ
た
も
の
）
を
入
れ
器
ご
と

動
か
し
て
軽
く
ま
ぜ
合
わ
せ
、
枠
に
入
れ
て
押
す
。
好
み
で
ど
の
よ
う
な
形

に
し
て
も
よ
い
。（『
菓
子
話
船
橋
』、『
日
本
料
理
秘
伝
集
成
』
第
十
六
巻
、

一
九
八
六
年
）

（
付
記
）　 

筆
者
は
、
研
究
ノ
ー
ト
「
近
世
大
坂
商
家
の
婚
礼
│
雑
喉
場
魚
問
屋
・
神

崎
屋
平
九
郎
家
を
事
例
と
し
て
│
」『
な
に
わ
・
大
阪
文
化
遺
産
学
研
究
セ

ン
タ
ー
二
〇
〇
七
』（
二
〇
〇
八
年
刊
行
）
の
な
か
で
、
神
崎
屋
の
「
別
家

家
内
出
入
方
祝
儀
銀
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
別
家
・
出
入
方
・
町
内
か
ら

神
崎
屋
に
贈
る
祝
儀
銀
で
あ
る
と
誤
っ
て
記
述
し
ま
し
た
。
正
し
く
は
、

神
崎
屋
か
ら
別
家
・
出
入
方
・
奉
公
人
・
町
内
へ
渡
さ
れ
る
祝
儀
銀
の
こ

と
で
す
。
筆
者
の
勉
強
不
足
に
よ
る
間
違
い
で
あ
る
た
め
、
誌
面
を
お
借

り
し
て
訂
正
と
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。


